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福原政男くん

（天水越桶屋）
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土曜閉庁・
11月9日・23日（祝日）

12月14日・28日

※出生・死亡・婚姻の届はできます

髪
け

西野勉くん
（曽根市兵工）

文化祭に展示する文化祭のポスターを16時間かけて
描きました。

顔の表現や躍動感を出すのに苦労しました。

二人とも野球が好きで、福原くんは巨人、西野くん
は阪神のファンだそうです。

（死亡年月日）
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伝続工芸晶月問

お《摯み（晃亡）

灘
㎜

磯懸

田辺　広文さん　39歳（松之山）二枚田

　　　　　　　　　　　　　　　　3・10・1

吉川コトエさん　74歳（湯　本）吉村屋

　　　　　　　　　　　　　　　　3・10・2

高橋勘次郎さん　84歳（大荒戸）吉賀屋

　　　　　　　　　　　　　　　　3・10・23

※10月1日から31日までの届出分です。

▼
1
0
月
の
で
き
ご
と

2
日
　
農
業
委
員
会
総
会

6
日
　
き
の
こ
狩
り
大
会
（
1
0
日
も
有
）

10

日
　
駅
伝
大
会
・
健
康
マ
ラ
ソ
ン

ー6

日
　
商
工
会
創
立
3
0
周
年
記
念
式

　
　
典
（
管
弦
楽
団
来
演
）

18
日
　
郡
美
術
展
（
2
0
日
ま
で
牧
村
）

19

日
　
行
政
相
談

　
　
安
吾
祭
り
（
一
人
芝
居
公
演
）

22
日
　
林
道
牛
ケ
鼻
浦
田
線
竣
工
式

　
　
松
之
山
駐
在
所
竣
工
式

23

日
　
東
部
地
区
へ
き
地
教
育
指
導

　
　
者
講
座
（
2
5
日
ま
で
）

272625
日　日　日

28
日

献
血
（
東
川
・
役
場
V

町
美
術
展
（
2
8
旧
ま
で
）

農
業
祭
・
芸
能
祭

も
み
じ
マ
ラ
ソ
ン

小
中
芸
能
発
表
交
歓
会

▼
1
1
月
の
予
定

1362日日日
27　17
日　日

農
業
委
員
会
総
会

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

下
布
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
竣
工
式

リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
す
こ
や
か
）

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
さ
わ
や
か
）

編
集
後
記

　
山
々
を
彩
っ
て
い
た
紅
葉
も
散

り
始
め
、
冬
仕
度
の
忙
し
い
季
節

を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
の
紅
葉
は
長
雨
の
影
響
で

あ
ま
り
美
し
く
な
く
、
楽
し
み
に

し
て
い
た
方
は
が
っ
か
り
し
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
野
菜
の
出
来
も
心
配
で
す
が
、

越
冬
用
の
野
沢
菜
や
タ
ク
ア
ン
大

根
ぐ
ら
い
は
十
分
な
収
穫
量
が
ほ

し
い
で
す
ね
。

　
日
に
日
に
寒
く
な
っ
て
き
ま
す

が
、
カ
ゼ
な
ど
を
ひ
か
な
い
よ
う

健
康
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
．
　
　
　
　
　
　
佐
藤

十
一
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
七
六
三
（
▲
こ

　
　
男
／
一
、
八
三
八
（
▲
一
）

　
　
女
／
一
、
九
二
五
（
　
O
）

世
帯
数
／
一
、
一
六
四
（
○
）

（
）
内
は
十
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
十
一
月
号

平
成
三
年
十
一
月
十
一
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
費
六
ー
三
一
三
一

編
集
／
総
務
課

広報

冥

199112月号（N、・9・）

」

お遊戯「さんぽ」（松之山公会堂でのお遊戯会）

幽今月号の話題幽
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今冬の除雪計画……・…・・…・・…3

山村留学生収穫祭…・……・・……4

提言・感想文優秀賞受賞作品……一6

11月のフォトニュース………・…・8
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ト
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センダー

矧

地
区
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
　
　
　
十
一
月
十
三
日
下
布
川
地
区
の
地

　
　
　
　
域
活
動
の
拠
点
と
な
る
、
下
布
川
地

　
　
　
　
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
竣
工

　
　
　
　
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
竣
工
式
に
は
地
区
の
方
や
関
係
者

　
　
　
　
多
数
が
出
席
し
、
セ
ン
タ
ー
の
内
部

　
　
　
　
を
ゆ
っ
く
り
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
総
事
業
費
は
約

容滋担甲嗣『鋼『
　　　　下布川地区の皆さんに祝辞を述べる村山町長

五
、
九
〇
〇
万
円
で
、
一
階
が
小
会

議
室
二
間
（
十
帖
と
十
二
・
五
帖
）
、

調
理
実
習
室
、
浴
室
、
洗
面
脱
衣
室
、

男
女
便
所
と
な
っ
て
お
り
、
二
階
が

大
会
議
室
（
四
十
九
・
五
帖
）
、
湯

沸
室
、
便
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
前
に
は
運
動
広
場
（
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
）
が
造
成
さ
れ
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
で
流
し
た
汗
を
風
呂
で

落
と
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
坪
野
の
米
穀
倉
庫
跡
は
駐
車
場
と

し
て
利
用
さ
れ
、
現
在
使
用
さ
れ
て

い
る
坪
野
集
会
所
は
取
壊
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る
ま
で

は
、
下
布
川
地
区
の
拠
点
施
設
は
旧

坪
野
小
学
校
（
坪
野
分
館
）
で
し
た
。

　
し
か
し
、
場
所
が
不
便
な
こ
と
と

木
造
老
朽
校
舎
の
た
め
雪
掘
り
な
ど

の
維
持
管
理
が
大
変
で
し
た
。

　
明
治
以
降
、
下
布
川
地
区
の
初
等

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
竣
工

教
育
と
地
区
の
中
心
施
設
と
し
て
人

々
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
た
校
舎
も
、

十
一
月
中
に
す
べ
て
取
壊
さ
れ
ま
し

た
。　

竣
工
式
当
日
は
下
布
川
地
区
の
全

世
帯
か
ら
出
席
者
が
あ
り
、
熱
望
し

て
い
た
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
る
期
待
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
＼
．
、

　
＼

　
＼
．

＼

　
経
過
報
告
で
は
、
長
雨
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
も
順
調
に
工
事
が
進
み
、

町
内
初
の
浴
室
付
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
と
い
う
特
徴
を
く
わ
し
く

説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
「
ま
ち

づ
く
り
特
別
対
策
事
業
」
の
指
定
を

受
け
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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モダンな下布川地区コミュニティーセンター
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こ
こ
三
・
四
年
間
め
だ
っ
た
大
雪

も
な
く
、
大
変
過
ご
し
や
す
い
冬
が

続
い
て
い
ま
す
．

　
今
冬
の
長
期
予
報
も
暖
冬
少
雪
と

予
報
し
て
い
ま
す
が
、
天
候
は
刻
々

と
変
わ
り
ま
す
。

　
雪
は
降
っ
て
み
な
い
と
、
大
雪
な

の
か
少
雪
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
ス
キ
ー
場
は
雪
が
な
け
れ
ば
困
り

ま
す
が
、
大
多
数
の
町
民
の
方
は
一

日
で
も
雪
が
降
ら
な
い
で
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　
十
二
月
三
日
の
総
代
会
で
、
今
冬

の
除
雪
計
画
が
報
告
・
説
明
さ
れ
、

い
つ
雪
が
降
っ
て
も
い
い
よ
う
に
除

雪
体
制
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

▼
国
県
道
関
係

　
町
内
を
縦
貫
す
る
国
道
三
五
三
・

四
〇
五
号
線
、
県
道
上
越
安
塚
松
之

山
線
等
の
除
雪
延
長
は
三
一
・
五
㎞

と
な
っ
て
お
り
、
二
車
線
ま
た
は
一

車
線
の
確
保
を
目
標
に
除
雪
が
行
わ

れ
ま
す
。

▼
町
道
等
除
雪
関
係

　
町
道
松
代
松
之
山
線
等
の
除
雪
計

画
の
延
長
は
四
八
・
四
㎞
で
、
昨
年

よ
り
三
・
五
㎞
延
長
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
中
坪
～
藤
倉
間
が
除
雪
路

線
と
な
り
一
層
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

▼
圧
雪
道
路
関
係

　
圧
雪
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
ご
と

に
配
置
さ
れ
て
い
る
保
安
要
員
が
、

八
台
の
雪
上
車
を
使
っ
て
行
い
ま
す
。

　
そ
の
総
延
長
は
二
四
・
九
㎞
と
、

昨
年
よ
り
三
・
六
㎞
短
か
く
な
り
ま

し
た
。▼

除
雪
に
ご
協
力
を

　
少
し
で
も
早
く
、
ま
た
事
故
を
起

さ
な
い
除
圧
雪
作
業
を
す
る
た
め
、

次
の
点
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
除
雪
の
障
害
と
な
る
道
路
上
の
夜

　
間
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
。

◎
除
圧
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
。

迄丁、〆

　
特
に
除
雪
直
後
の
路
面
は
氷
の
よ

　
う
に
滑
り
や
す
い
状
態
と
な
っ
て

　
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
除
雪
作
業
に
よ
り
破
損
し
や
す
い

　
も
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
囲
っ
て
補

　
強
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
道
路
に
面
し
た
家
の
屋
根
の
雪
下

　
し
は
、
区
長
さ
ん
な
ど
の
指
示
に

　
し
た
が
い
、
む
や
み
に
落
さ
な
い
。

　
落
と
し
て
も
人
や
車
が
通
行
で
き

　
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。

　
雪
道
は
ス
リ
ッ
プ
事
故
が
大
変
多

く
発
生
し
ま
す
。

　
チ
ェ
ー
ン
な
ど
準
備
す
る
と
同
時

に
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
十
分

注
意
が
必
要
で
す
。

影
，

　　　　　・、騨螺煽＾、黙籍

道路除雪に活躍するロータリー除雪車

　
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
表
面
に

は
、
特
殊
な
溝
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
特
殊
配
合
ゴ
ム
の
特
性

に
よ
っ
て
接
地
面
積
を
増
大
さ
せ
、

摩
擦
力
を
大
き
く
し
て
制
動
性
を
高

め
て
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
に
た
び
た
び
改
良
が
重

ね
ら
れ
、
現
在
で
は
そ
の
性
能
も
、

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
と
比
較
し
て
そ
ん

な
に
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
乗
用
車
制
動
性
能
を
比

較
（
時
速
四
〇
㎞
で
の
ロ
ッ
タ
ブ
レ

　
ー
キ
）
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
雪
道
で
の
実
験
で
は
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
が
二
〇
・
九
m
で
静
止
す

　る

の
に
対
し
て
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

・
で
は
二
一
・
三
m
で
静
止
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
状
の
氷

上
で
の
実
験
で
は
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

　タ

イ
ヤ
が
五
五
・
四
m
、
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
が
四
九
・
七
m
で
静
止
し
ま

す
。

　
　
こ
の
こ
と
か
ら
、
両
タ
イ
ヤ
の
性

能
の
差
は
そ
れ
ほ
ど
な
く
、
急
ブ
レ

　
ー
キ
、
急
発
進
を
し
な
い
安
全
運
転

　
を
心
が
け
れ
ば
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

　
イ
ヤ
は
雪
上
で
も
氷
上
で
も
、
十
分

安
全
な
タ
イ
ヤ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

，
る
と
思
い
ま
す
。
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。　

竣
工
式
当
日
は
下
布
川
地
区
の
全

世
帯
か
ら
出
席
者
が
あ
り
、
熱
望
し

て
い
た
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
る
期
待
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
＼
．
、

　
＼

　
＼
．

＼

　
経
過
報
告
で
は
、
長
雨
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
も
順
調
に
工
事
が
進
み
、

町
内
初
の
浴
室
付
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
と
い
う
特
徴
を
く
わ
し
く

説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
「
ま
ち

づ
く
り
特
別
対
策
事
業
」
の
指
定
を

受
け
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

』難

鯉圃

属彪

一
細
、

モダンな下布川地区コミュニティーセンター
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こ
こ
三
・
四
年
間
め
だ
っ
た
大
雪

も
な
く
、
大
変
過
ご
し
や
す
い
冬
が

続
い
て
い
ま
す
．

　
今
冬
の
長
期
予
報
も
暖
冬
少
雪
と

予
報
し
て
い
ま
す
が
、
天
候
は
刻
々

と
変
わ
り
ま
す
。

　
雪
は
降
っ
て
み
な
い
と
、
大
雪
な

の
か
少
雪
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
ス
キ
ー
場
は
雪
が
な
け
れ
ば
困
り

ま
す
が
、
大
多
数
の
町
民
の
方
は
一

日
で
も
雪
が
降
ら
な
い
で
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　
十
二
月
三
日
の
総
代
会
で
、
今
冬

の
除
雪
計
画
が
報
告
・
説
明
さ
れ
、

い
つ
雪
が
降
っ
て
も
い
い
よ
う
に
除

雪
体
制
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

▼
国
県
道
関
係

　
町
内
を
縦
貫
す
る
国
道
三
五
三
・

四
〇
五
号
線
、
県
道
上
越
安
塚
松
之

山
線
等
の
除
雪
延
長
は
三
一
・
五
㎞

と
な
っ
て
お
り
、
二
車
線
ま
た
は
一

車
線
の
確
保
を
目
標
に
除
雪
が
行
わ

れ
ま
す
。

▼
町
道
等
除
雪
関
係

　
町
道
松
代
松
之
山
線
等
の
除
雪
計

画
の
延
長
は
四
八
・
四
㎞
で
、
昨
年

よ
り
三
・
五
㎞
延
長
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
中
坪
～
藤
倉
間
が
除
雪
路

線
と
な
り
一
層
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

▼
圧
雪
道
路
関
係

　
圧
雪
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
ご
と

に
配
置
さ
れ
て
い
る
保
安
要
員
が
、

八
台
の
雪
上
車
を
使
っ
て
行
い
ま
す
。

　
そ
の
総
延
長
は
二
四
・
九
㎞
と
、

昨
年
よ
り
三
・
六
㎞
短
か
く
な
り
ま

し
た
。▼

除
雪
に
ご
協
力
を

　
少
し
で
も
早
く
、
ま
た
事
故
を
起

さ
な
い
除
圧
雪
作
業
を
す
る
た
め
、

次
の
点
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
除
雪
の
障
害
と
な
る
道
路
上
の
夜

　
間
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
。

◎
除
圧
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
。

迄丁、〆

　
特
に
除
雪
直
後
の
路
面
は
氷
の
よ

　
う
に
滑
り
や
す
い
状
態
と
な
っ
て

　
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
除
雪
作
業
に
よ
り
破
損
し
や
す
い

　
も
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
囲
っ
て
補

　
強
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
道
路
に
面
し
た
家
の
屋
根
の
雪
下

　
し
は
、
区
長
さ
ん
な
ど
の
指
示
に

　
し
た
が
い
、
む
や
み
に
落
さ
な
い
。

　
落
と
し
て
も
人
や
車
が
通
行
で
き

　
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。

　
雪
道
は
ス
リ
ッ
プ
事
故
が
大
変
多

く
発
生
し
ま
す
。

　
チ
ェ
ー
ン
な
ど
準
備
す
る
と
同
時

に
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
十
分

注
意
が
必
要
で
す
。

影
，

　　　　　・、騨螺煽＾、黙籍

道路除雪に活躍するロータリー除雪車

　
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
表
面
に

は
、
特
殊
な
溝
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
特
殊
配
合
ゴ
ム
の
特
性

に
よ
っ
て
接
地
面
積
を
増
大
さ
せ
、

摩
擦
力
を
大
き
く
し
て
制
動
性
を
高

め
て
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
に
た
び
た
び
改
良
が
重

ね
ら
れ
、
現
在
で
は
そ
の
性
能
も
、

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
と
比
較
し
て
そ
ん

な
に
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
乗
用
車
制
動
性
能
を
比

較
（
時
速
四
〇
㎞
で
の
ロ
ッ
タ
ブ
レ

　
ー
キ
）
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
雪
道
で
の
実
験
で
は
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
が
二
〇
・
九
m
で
静
止
す

　る

の
に
対
し
て
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

・
で
は
二
一
・
三
m
で
静
止
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
状
の
氷

上
で
の
実
験
で
は
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

　タ

イ
ヤ
が
五
五
・
四
m
、
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
が
四
九
・
七
m
で
静
止
し
ま

す
。

　
　
こ
の
こ
と
か
ら
、
両
タ
イ
ヤ
の
性

能
の
差
は
そ
れ
ほ
ど
な
く
、
急
ブ
レ

　
ー
キ
、
急
発
進
を
し
な
い
安
全
運
転

　
を
心
が
け
れ
ば
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

　
イ
ヤ
は
雪
上
で
も
氷
上
で
も
、
十
分

安
全
な
タ
イ
ヤ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

，
る
と
思
い
ま
す
。
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十
一
月
十
七
日
旧
浦
田
中
学
校
体

育
館
で
、
山
村
留
学
生
の
皆
さ
ん
に
，

よ
る
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
り

　
午
前
十
時
よ
り
バ
ザ
ー
が
始
ま
り
、

待
ち
か
ね
て
い
た
人
た
ち
が
会
場
ヘ

ド
ッ
と
押
寄
せ
ま
し
た
。

　
ノ
ー
ト
一
冊
十
円
、
サ
シ
ミ
一
袋

三
百
円
、
洗
剤
一
箱
五
百
円
な
ど
、

市
価
の
二
分
の
一
か
ら
十
分
の
一
の

値
段
で
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
し

た
。

　
品
物
が
残
り
少
な
く
な
る
と
、
勢

い
の
良
い
掛
け
声
と
と
も
に
投
げ
売

り
が
始
ま
り
、
品
物
を
入
れ
て
お
い

た
カ
ゴ
も
売
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
で
ん
・
焼
き
そ
ば
・
甘

酒
な
ど
の
香
り
が
食
欲
を
そ
そ
り
、

ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
も
長
い
行
列
が
で

き
て
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
山
留
生
の
皆
さ
ん

が
め
で
た
い
踊
り
の
「
ハ
ネ
コ
」
、

勇
壮
な
「
八
丈
島
太
鼓
」
、
収
穫
を

祝
う
「
豊
年
太
鼓
」
を
披
露
し
、
盛

ん
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
は
昔
な
が
ら
の
脱
穀
作
業
を

体
験
し
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
千
歯

こ
き
や
足
踏
み
脱
穀
機
を
使
っ
て
い

ま
し
た
。

　
脱
穀
し
た
籾
は
木
臼
で
玄
米
に
さ

れ
祭
壇
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
時
過
ぎ
か
ら
神
事
が
行
わ
れ
、

浦
田
小
学
校
六
年
生
の
鷺
弘
治
く
ん

が
神
官
を
勤
め
ま
し
た
。

　
個
人
研
究
発
表
は
春
か
ら
取
組
ん

で
い
た
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
一
人
五

分
位
の
発
表
を
し
ま
し
た
。

　
追
体
験
劇
発
表
は
九
月
に
行
っ
た

佐
渡
キ
ャ
ン
プ
の
思
い
出
や
、
松
之

山
の
民
話
「
三
方
峠
の
地
蔵
様
」
と

「
サ
ル
の
嫁
入
り
」
を
劇
に
し
た
も

の
で
、
一
か
月
位
前
か
ら
練
習
し
て

い
た
そ
う
で
す
。

　
収
穫
祭
に
は
山
留
生
の
家
族
だ
け

で
な
く
、
卒
園
生
や
そ
の
家
族
な
ど

六
十
名
近
く
が
訪
れ
バ
ザ
ー
の
手
伝

い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
松
之
山
の
自
然
が
大
好
き
で
毎
年

来
ら
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
子
供
た

ち
の
山
村
留
学
が
終
っ
て
も
受
入
れ

農
家
と
交
流
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
　
　
駕

　
畷
睾
ヘ
ー
む
臼

　
　
舗
警酊

一
7

鷺弘治くんが神官になって収穫祝の神事を

おこそかに行いました

干城三年度
　　　　ド膿争一

聖』聴ノ

、

（、

　良　鰍鞭ました　　，謬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．細・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　φ脚；　　　　　　　　　　千歯こきで籾を落しましたが、なかなか顧響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％1
　　　　　　　　　　うまく落ちませんでした　　　　　　　饗累

　
九
月
か
ら
始
ま
っ
た
防
災
行
政
無

線
の
工
事
も
順
調
に
進
み
、
占
戸
・

坪
野
・
黒
倉
な
ど
十
か
所
の
屋
外
子

局
も
十
二
月
上
旬
ま
で
に
は
完
成
す

る
見
込
み
で
す
。

　
大
厳
寺
牧
場
の
畜
舎
横
に
は
中
継

局
が
建
て
ら
れ
、
現
在
試
験
電
波
を

町
内
に
流
し
て
い
ま
す
。

　
十
一
月
か
ら
は
戸
別
受
信
用
の
ア

ン
テ
ナ
（
ダ
イ
ポ
ー
ル
・
三
素
子
）

取
付
け
工
事
が
始
ま
り
、
各
集
落
ご

と
に
日
を
決
め
て
効
率
良
く
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
ア
ン
テ
ナ
を
取
付
け
る
日
が
わ
か

り
ま
し
た
ら
、
回
覧
等
で
連
絡
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
電
波
が
一
番
良
く
受
信
で

　
　
　
　
　
　
　
蟄

　
　
　
　
　
　
　
　
滝
響

、
，
」
て
！

　
　
－
〆

き
る
場
所
に
ア
ン
テ
ナ
を
取
付
け
ま

す
が
、
除
雪
の
関
係
で
ど
う
し
て
も

場
所
を
変
更
し
て
も
ら
い
た
い
場
合

は
、
取
付
け
に
伺
っ
た
業
者
に
指
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　
小
型
ラ
ジ
オ
位
の
大
き
さ
の
戸
別

受
信
機
は
、
卜
二
月
中
旬
か
ら
．
月

に
か
け
て
各
家
庭
に
取
付
け
ら
れ
る

予
定
で
す
。

　
取
付
け
場
所
を
指
示
し
て
い
た
だ

く
チ
ラ
シ
を
ト
ニ
月
中
に
配
布
し
ま

す
の
で
、
設
置
予
定
場
所
に
忘
れ
ず

に
貼
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
総
務
課
行

政
係
（
費
六
ー
三
一
、
二
一
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大厳寺牧場の畜舎横に建てられ

た中継局

と直通号冬期時刻表
　　　　　　12／25～1／8　3／1～3／31

さふる

東京→越後湯沢→松之山松之山→越後湯沢→東京

松之山温泉発 8：10 14：00 上越新幹線 あさひ305号 とき417号 とき455号

湯山（東商店前）発 8：13 14：03 東　京　駅　発 9：08 14：32 （上野始発）

松之山診療所前発 8：15 14：05 上　野　駅　発 9：14 14二38 14：58

橋　　詰　　発 8：18 14二〇8 大　宮　駅　発 9：34 14：58 15：18

五十子平入口発 8：21 ・14：11 越後湯沢駅着 10＝33 16：02 16：22

一
越
後 湯沢駅西口発 10：40

一
1
6 30東　　川　　発 8：23 14：13

越後湯沢駅西口着 9：40 15二30 東　　川　　着 11：57 17：47

上越新幹線
一
と
き 452号 とき420号 五十子平入口着 11：59 17：49

越後湯沢駅発 10：06 15：47 橋　　詰　　着 12：02 17：52

大　宮　駅　着 11：10 16：54 松之山診療所前着 12＝05 17：55

上　野　駅　着 11：30 17：14 湯山（東商店前）着 12：07 17：57

東　京　駅　着 11：36 17：20 松之山温泉着 12：10 18、：00

※料金（片道）大人1，000円　1歳以上中学生まで500円
※越後湯沢駅西口（温泉街）には停留所がありませんので、発車時間になりましたら西口駅前広場で

　お手寺ちください。
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収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
り

　
午
前
十
時
よ
り
バ
ザ
ー
が
始
ま
り
、

待
ち
か
ね
て
い
た
人
た
ち
が
会
場
ヘ

ド
ッ
と
押
寄
せ
ま
し
た
。

　
ノ
ー
ト
一
冊
十
円
、
サ
シ
ミ
一
袋

三
百
円
、
洗
剤
一
箱
五
百
円
な
ど
、

市
価
の
二
分
の
一
か
ら
十
分
の
一
の

値
段
で
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
し

た
。

　
品
物
が
残
り
少
な
く
な
る
と
、
勢

い
の
良
い
掛
け
声
と
と
も
に
投
げ
売

り
が
始
ま
り
、
品
物
を
入
れ
て
お
い

た
カ
ゴ
も
売
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
で
ん
・
焼
き
そ
ば
・
甘

酒
な
ど
の
香
り
が
食
欲
を
そ
そ
り
、

ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
も
長
い
行
列
が
で

き
て
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
山
留
生
の
皆
さ
ん

が
め
で
た
い
踊
り
の
「
ハ
ネ
コ
」
、

勇
壮
な
「
八
丈
島
太
鼓
」
、
収
穫
を

祝
う
「
豊
年
太
鼓
」
を
披
露
し
、
盛

ん
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
は
昔
な
が
ら
の
脱
穀
作
業
を

体
験
し
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
千
歯

こ
き
や
足
踏
み
脱
穀
機
を
使
っ
て
い

ま
し
た
。

　
脱
穀
し
た
籾
は
木
臼
で
玄
米
に
さ

れ
祭
壇
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
時
過
ぎ
か
ら
神
事
が
行
わ
れ
、

浦
田
小
学
校
六
年
生
の
鷺
弘
治
く
ん

が
神
官
を
勤
め
ま
し
た
。

　
個
人
研
究
発
表
は
春
か
ら
取
組
ん

で
い
た
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
一
人
五

分
位
の
発
表
を
し
ま
し
た
。

　
追
体
験
劇
発
表
は
九
月
に
行
っ
た

佐
渡
キ
ャ
ン
プ
の
思
い
出
や
、
松
之

山
の
民
話
「
三
方
峠
の
地
蔵
様
」
と

「
サ
ル
の
嫁
入
り
」
を
劇
に
し
た
も

の
で
、
一
か
月
位
前
か
ら
練
習
し
て

い
た
そ
う
で
す
。

　
収
穫
祭
に
は
山
留
生
の
家
族
だ
け

で
な
く
、
卒
園
生
や
そ
の
家
族
な
ど

六
十
名
近
く
が
訪
れ
バ
ザ
ー
の
手
伝

い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
松
之
山
の
自
然
が
大
好
き
で
毎
年

来
ら
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
子
供
た

ち
の
山
村
留
学
が
終
っ
て
も
受
入
れ

農
家
と
交
流
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
　
　
駕

　
畷
睾
ヘ
ー
む
臼

　
　
舗
警酊

一
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鷺弘治くんが神官になって収穫祝の神事を

おこそかに行いました

干城三年度
　　　　ド膿争一

聖』聴ノ

、

（、

　良　鰍鞭ました　　，謬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．細・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　φ脚；　　　　　　　　　　千歯こきで籾を落しましたが、なかなか顧響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％1
　　　　　　　　　　うまく落ちませんでした　　　　　　　饗累

　
九
月
か
ら
始
ま
っ
た
防
災
行
政
無

線
の
工
事
も
順
調
に
進
み
、
占
戸
・

坪
野
・
黒
倉
な
ど
十
か
所
の
屋
外
子

局
も
十
二
月
上
旬
ま
で
に
は
完
成
す

る
見
込
み
で
す
。

　
大
厳
寺
牧
場
の
畜
舎
横
に
は
中
継

局
が
建
て
ら
れ
、
現
在
試
験
電
波
を

町
内
に
流
し
て
い
ま
す
。

　
十
一
月
か
ら
は
戸
別
受
信
用
の
ア

ン
テ
ナ
（
ダ
イ
ポ
ー
ル
・
三
素
子
）

取
付
け
工
事
が
始
ま
り
、
各
集
落
ご

と
に
日
を
決
め
て
効
率
良
く
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
ア
ン
テ
ナ
を
取
付
け
る
日
が
わ
か

り
ま
し
た
ら
、
回
覧
等
で
連
絡
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
電
波
が
一
番
良
く
受
信
で

　
　
　
　
　
　
　
蟄

　
　
　
　
　
　
　
　
滝
響

、
，
」
て
！

　
　
－
〆

き
る
場
所
に
ア
ン
テ
ナ
を
取
付
け
ま

す
が
、
除
雪
の
関
係
で
ど
う
し
て
も

場
所
を
変
更
し
て
も
ら
い
た
い
場
合

は
、
取
付
け
に
伺
っ
た
業
者
に
指
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　
小
型
ラ
ジ
オ
位
の
大
き
さ
の
戸
別

受
信
機
は
、
卜
二
月
中
旬
か
ら
．
月

に
か
け
て
各
家
庭
に
取
付
け
ら
れ
る

予
定
で
す
。

　
取
付
け
場
所
を
指
示
し
て
い
た
だ

く
チ
ラ
シ
を
ト
ニ
月
中
に
配
布
し
ま

す
の
で
、
設
置
予
定
場
所
に
忘
れ
ず

に
貼
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
総
務
課
行

政
係
（
費
六
ー
三
一
、
二
一
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大厳寺牧場の畜舎横に建てられ

た中継局

と直通号冬期時刻表
　　　　　　12／25～1／8　3／1～3／31

さふる

東京→越後湯沢→松之山松之山→越後湯沢→東京

松之山温泉発 8：10 14：00 上越新幹線 あさひ305号 とき417号 とき455号

湯山（東商店前）発 8：13 14：03 東　京　駅　発 9：08 14：32 （上野始発）

松之山診療所前発 8：15 14：05 上　野　駅　発 9：14 14二38 14：58

橋　　詰　　発 8：18 14二〇8 大　宮　駅　発 9：34 14：58 15：18

五十子平入口発 8：21 ・14：11 越後湯沢駅着 10＝33 16：02 16：22

一
越
後 湯沢駅西口発 10：40

一
1
6 30東　　川　　発 8：23 14：13

越後湯沢駅西口着 9：40 15二30 東　　川　　着 11：57 17：47

上越新幹線
一
と
き 452号 とき420号 五十子平入口着 11：59 17：49

越後湯沢駅発 10：06 15：47 橋　　詰　　着 12：02 17：52

大　宮　駅　着 11：10 16：54 松之山診療所前着 12＝05 17：55

上　野　駅　着 11：30 17：14 湯山（東商店前）着 12：07 17：57

東　京　駅　着 11：36 17：20 松之山温泉着 12：10 18、：00

※料金（片道）大人1，000円　1歳以上中学生まで500円
※越後湯沢駅西口（温泉街）には停留所がありませんので、発車時間になりましたら西口駅前広場で

　お手寺ちください。
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「
松
之
山
町
の
将
来
を
考
え
る
」

　
松
之
山
の
地
場
産
業
を
考
え
る
と

き
、
第
一
に
農
業
を
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
松
之
山
の
農
業
を
さ
さ
え
て

い
る
方
々
は
、
五
十
代
六
十
代
そ
れ

以
上
の
年
齢
の
方
が
耕
作
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
が
ど
こ
の
集
落
で
も
後
継

者
が
居
ら
ず
、
農
業
者
年
金
の
受
給

も
経
営
移
譲
を
農
協
委
託
さ
れ
る
方

が
多
勢
お
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
行
き
ま
す
と
五
年
後

十
年
後
に
は
耕
作
者
が
ど
ん
ど
ん
減

っ
て
、
山
地
の
小
さ
な
田
圃
ど
こ
ろ

か
基
盤
整
備
さ
れ
た
田
圃
ま
で
カ
ヤ

が
は
え
て
荒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
今
で
も
宅
地
廻
り
で
さ
え
背
の
丈

も
あ
る
雑
草
が
は
え
て
、
荒
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
先
現
状
を
維
持
し
て
い

く
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
行
け
ば

良
い
か
そ
れ
が
急
務
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　
九
月
三
日
の
松
之
山
で
の
一
日
農

政
局
で
も
郡
内
の
他
町
村
か
ら
も
、

後
継
者
・
農
業
法
人
・
生
産
組
織
等

の
問
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後

農
業
を
存
続
さ
せ
て
行
く
事
は
非
常

に
き
び
し
く
む
づ
か
し
い
事
だ
と
思

　
三
桶
志
賀
美
和
子

い
ま
す
。

　
農
業
が
栄
え
る
事
は
農
村
に
と
っ

て
地
域
が
豊
か
に
、
環
境
が
美
し
く

整
備
さ
れ
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
私
は
農
業
を
少
し
で
も
安

定
さ
せ
る
た
め
に
、
農
業
後
継
者
・

生
産
組
織
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　
農
業
に
従
事
し
て
頂
く
若
者
を
町

に
確
保
す
る
た
め
に
は
、
農
協
に
生

産
部
（
仮
称
）
を
作
り
、
こ
れ
は
農

協
委
託
の
裏
付
け
に
も
な
る
と
思
い

ま
す
。

　
そ
こ
に
で
き
れ
ば
農
業
の
専
門
学

校
を
卒
業
し
て
、
農
業
技
術
や
農
業

機
械
の
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
達
を

農
協
職
員
と
し
て
採
用
し
て
、
老
齢

化
に
よ
る
規
模
縮
少
の
耕
地
や
、
町

を
離
村
さ
れ
て
作
り
手
の
な
い
耕
地

を
耕
作
し
て
頂
き
、
年
を
と
る
と
だ

れ
も
病
気
に
な
り
が
ち
で
す
が
そ
の

様
な
時
の
手
助
け
、
農
繁
期
に
は
希

望
者
に
春
は
機
械
に
よ
る
田
植
え
、

秋
に
は
コ
ン
バ
イ
ン
で
の
刈
取
り
や

運
搬
な
ど
若
い
力
で
や
っ
て
頂
け
た

ら
ど
ん
な
に
力
強
い
か
知
れ
ま
せ
ん
。

　
ど
こ
で
も
後
継
者
が
い
な
い
た
め
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
現
役
で
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
が
、
体
力
に
も
よ
り
ま

ー
虫
ト
ー

す
が
六
十
五
歳
以
上
に
な
れ
ば
せ
め

て
重
労
働
く
ら
い
か
ら
解
放
さ
れ
て
、

年
相
応
の
生
き
方
を
願
い
た
い
も
の

で
す
。

　
平
成
五
年
に
は
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

も
で
き
ま
す
し
、
松
之
山
町
に
も
ぜ

ひ
若
者
に
よ
る
生
産
組
織
を
作
っ
て

下
さ
い
。

　
若
者
に
就
業
し
て
頂
く
に
は
、
待

遇
の
よ
い
身
分
保
証
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　
仕
事
は
き
び
し
く
と
も
、
そ
の
分

お
給
料
を
は
ず
ん
で
頂
い
た
ら
何
如

で
し
ょ
う
。

　
次
に
農
協
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

設
置
し
て
、
個
々
の
農
家
の
経
営
内

容
・
作
付
・
機
械
・
家
族
構
成
等
を

打
込
ん
で
常
に
農
協
が
町
内
の
状
況

を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
困
っ
て
い
る
人

の
相
談
相
手
に
な
っ
て
頂
く
窓
口
を

作
っ
て
下
さ
い
。

　
若
い
人
を
集
め
る
事
は
な
か
な
か

容
易
で
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
高
校

生
に
も
町
か
ら
お
願
い
し
て
下
さ
い
。

　
そ
し
て
、
専
門
学
校
へ
進
学
し
て

ト
さ
る
の
な
ら
町
で
援
助
し
て
ヒ
げ

る
く
ら
い
の
温
か
い
気
持
ち
が
大
切

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
U
タ
ー
ン
の
方
も
良
い
と
思
い
ま

す
し
、
自
然
や
山
の
好
き
な
若
者
を

県
外
へ
も
呼
び
か
け
て
下
さ
い
。

　
夏
は
農
業
を
や
っ
て
頂
き
ま
す
が
、

冬
期
間
の
仕
事
に
つ
い
て
は
ス
キ
ー

場
勤
務
や
公
共
建
物
の
除
雪
と
か
、

町
内
で
と
れ
た
も
の
で
の
食
品
加
工
、

た
と
え
ば
モ
チ
つ
き
・
潰
物
の
二
次

加
工
・
缶
詰
等
、
こ
れ
ら
は
こ
れ
か

ら
新
製
品
を
作
り
出
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
…
・

　
若
い
人
達
に
町
に
来
て
頂
い
て
、

就
業
し
て
頂
く
た
め
に
み
ん
な
で
良

い
考
え
を
出
し
合
っ
て
、
こ
れ
か
ら

の
実
質
的
な
若
い
起
動
力
を
育
て
て

行
き
た
い
も
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

二
名
の
人
権
擁
護
委
員
再
任
さ
れ
る

福原　一雄さん高波仁一郎さん

　
人
権
侵
害
・
土
地
・
建
物
・
家
庭

な
ど
日
常
生
活
の
心
配
ご
と
の
相
談

に
応
じ
て
く
れ
る
人
を
人
権
擁
護
委

員
ど
い
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
は
三
年
間

で
各
町
村
に
一
名
な
い
し
二
名
、
法

務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
て
皆
さ
ん
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

，
こ
の
た
び
、
福
原
さ
ん
と
高
波
さ

ん
が
任
期
を
迎
え
ま
し
た
が
二
人
と

も
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
頃
悩
ん
で
い
る
事
、
困
っ
て
い

る
事
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
人
権
擁
護

委
員
の
方
々
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
御
相
談

く
だ
さ
い
。

　
福
原
　
一
雄
さ
ん
（
天
水
越
・

　
　
酢
屋
　
君
六
－
二
一
三
四
）

　
高
波
仁
一
郎
さ
ん
（
下
川
手
・

　
　
善
助
　
台
六
－
三
四
六
一
）

　
ま
た
、
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま

で
「
第
四
十
三
回
人
権
週
間
」
が
開

催
さ
れ
、
各
地
で
啓
発
活
動
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
平
成
四
年
一
月
一
日
か
ら
、
児
童

手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
児
童
手
当
は
児
童
を
養
育
す
る
人

に
対
し
て
、
家
庭
に
お
け
る
安
定
と
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

育
成
を
図
る
た
め
に
、
手
当
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

▼
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
人

　
三
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
し
て

い
る
方
で
．
前
年
（
一
月
か
ら
五
月

ま
で
の
月
分
に
つ
い
て
は
前
々
年
）

◆改正前と改正後の比較

の
収
入
が
一
定
の
顔
未
満
の
場
合
に

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
制
度
改
正
に
伴
い
、

支
給
対
象
と
な
る
年
齢
が
引
下
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
現
在
三
歳
以
上
の
児

童
を
持
ち
、
児
童
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る
方
に
対
し
て
経
過
措
置
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

▼
児
童
手
当
の
額

　
第
一
子
か
ら
支
給
対
象
と
な
り
、

第
一
子
及
び
第
二
子
は
月
額
五
、
O

O
O
円
、
第
三
子
以
降
は
一
人
に
つ

き
月
額
一
〇
、
O
O
O
円
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
手
当
は
毎
年
二
月
、
六
月
、

十
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
特
例
給
付

　
児
童
手
当
の
所
得
要
件
に
該
当
し

な
い
た
め
、
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ

な
い
被
用
者
（
厚
生
年
金
等
に
加
入

し
て
い
る
人
）
ま
た
は
公
務
員
に
つ

い
て
、
そ
の
人
の
前
年
（
一
月
か
ら

五
月
ま
で
の
月
分
に
つ
い
て
は
前
々

年
）
の
収
入
が
一
定
の
額
に
満
た
な

い
と
き
は
、
特
例
給
付
が
行
わ
れ
ま

す
。
支
給
額
は
、
児
童
手
当
の
場
合

と
同
じ
で
す
。

▼
請
求
の
仕
方

　
児
童
手
当
や
特
例
給
付
の
支
給
を

受
け
る
に
は
、
児
童
手
当
認
定
請
求

書
を
役
場
（
公
務
員
は
勤
務
先
）
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請
求

の
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
請
求
を
し
な
い
と
、
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
受
け
ら
れ
る
月
分
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
年
金
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
，

事　　　　項 改　　正　　前 改　　正　　後

支　給　対　象 第　2子以降 第1子以降
支　給　期　間 義務教育就学前 3　歳　未　満

支　給　金　額

第　1　子 5，000円（月額）

第　2　子 2，500円（月額） 5，000円（月額）

第3子以降 5，000円（月額） 10，000円（月額）

1召》
●
一
　
7

一

　老人保健法（70歳以上のお年寄りに対する医療などを定めた法律

が改正されました。

　今回の改正は、介護体制の充実と老人保健制度の長期的安定をめ

ざして行われたもので、概要は次のとおりです。

1〉一部負担金が変わります　　　　　　　、

　医療機関の窓口で支払う一部負担金が、平成4年1月から外来1

月900円、入院1日600円になります。　（平成3年12月までは外来

1月800円、入院1日400円）

　なお、低所得者の入院時一部負担金については、現行通り1日300

円（2か月限度、その後無料）です。

レ老人保健施設の入所対象者拡大

　65歳未満の初老期痴呆（アルツハイマー病等）の患者の方も、老

人保健施設の利用ができるようになります。　（平成4年1月から〉

〉その他

　老人保健制度改正に伴い、下記の県単独医療費助成事業の一部負

担金も、老人保健制度の一部負担金と同額になります。

○重度心身障害者医療費助成事業（県障）一部負担金

o老人医療費助成事業（県老）一部負担金

○乳児医療費助成事業（県乳）一部負担金

○ひとり親家庭等医療費助成事業一部負担金

※くわしくは、役場の福祉係までお問い合わせください。
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「
松
之
山
町
の
将
来
を
考
え
る
」

　
松
之
山
の
地
場
産
業
を
考
え
る
と

き
、
第
一
に
農
業
を
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
松
之
山
の
農
業
を
さ
さ
え
て

い
る
方
々
は
、
五
十
代
六
十
代
そ
れ

以
上
の
年
齢
の
方
が
耕
作
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
が
ど
こ
の
集
落
で
も
後
継

者
が
居
ら
ず
、
農
業
者
年
金
の
受
給

も
経
営
移
譲
を
農
協
委
託
さ
れ
る
方

が
多
勢
お
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
行
き
ま
す
と
五
年
後

十
年
後
に
は
耕
作
者
が
ど
ん
ど
ん
減

っ
て
、
山
地
の
小
さ
な
田
圃
ど
こ
ろ

か
基
盤
整
備
さ
れ
た
田
圃
ま
で
カ
ヤ

が
は
え
て
荒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
今
で
も
宅
地
廻
り
で
さ
え
背
の
丈

も
あ
る
雑
草
が
は
え
て
、
荒
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
先
現
状
を
維
持
し
て
い

く
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
行
け
ば

良
い
か
そ
れ
が
急
務
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　
九
月
三
日
の
松
之
山
で
の
一
日
農

政
局
で
も
郡
内
の
他
町
村
か
ら
も
、

後
継
者
・
農
業
法
人
・
生
産
組
織
等

の
問
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後

農
業
を
存
続
さ
せ
て
行
く
事
は
非
常

に
き
び
し
く
む
づ
か
し
い
事
だ
と
思

　
三
桶
志
賀
美
和
子

い
ま
す
。

　
農
業
が
栄
え
る
事
は
農
村
に
と
っ

て
地
域
が
豊
か
に
、
環
境
が
美
し
く

整
備
さ
れ
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
私
は
農
業
を
少
し
で
も
安

定
さ
せ
る
た
め
に
、
農
業
後
継
者
・

生
産
組
織
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　
農
業
に
従
事
し
て
頂
く
若
者
を
町

に
確
保
す
る
た
め
に
は
、
農
協
に
生

産
部
（
仮
称
）
を
作
り
、
こ
れ
は
農

協
委
託
の
裏
付
け
に
も
な
る
と
思
い

ま
す
。

　
そ
こ
に
で
き
れ
ば
農
業
の
専
門
学

校
を
卒
業
し
て
、
農
業
技
術
や
農
業

機
械
の
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
達
を

農
協
職
員
と
し
て
採
用
し
て
、
老
齢

化
に
よ
る
規
模
縮
少
の
耕
地
や
、
町

を
離
村
さ
れ
て
作
り
手
の
な
い
耕
地

を
耕
作
し
て
頂
き
、
年
を
と
る
と
だ

れ
も
病
気
に
な
り
が
ち
で
す
が
そ
の

様
な
時
の
手
助
け
、
農
繁
期
に
は
希

望
者
に
春
は
機
械
に
よ
る
田
植
え
、

秋
に
は
コ
ン
バ
イ
ン
で
の
刈
取
り
や

運
搬
な
ど
若
い
力
で
や
っ
て
頂
け
た

ら
ど
ん
な
に
力
強
い
か
知
れ
ま
せ
ん
。

　
ど
こ
で
も
後
継
者
が
い
な
い
た
め
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
現
役
で
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
が
、
体
力
に
も
よ
り
ま

ー
虫
ト
ー

す
が
六
十
五
歳
以
上
に
な
れ
ば
せ
め

て
重
労
働
く
ら
い
か
ら
解
放
さ
れ
て
、

年
相
応
の
生
き
方
を
願
い
た
い
も
の

で
す
。

　
平
成
五
年
に
は
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

も
で
き
ま
す
し
、
松
之
山
町
に
も
ぜ

ひ
若
者
に
よ
る
生
産
組
織
を
作
っ
て

下
さ
い
。

　
若
者
に
就
業
し
て
頂
く
に
は
、
待

遇
の
よ
い
身
分
保
証
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　
仕
事
は
き
び
し
く
と
も
、
そ
の
分

お
給
料
を
は
ず
ん
で
頂
い
た
ら
何
如

で
し
ょ
う
。

　
次
に
農
協
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

設
置
し
て
、
個
々
の
農
家
の
経
営
内

容
・
作
付
・
機
械
・
家
族
構
成
等
を

打
込
ん
で
常
に
農
協
が
町
内
の
状
況

を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
困
っ
て
い
る
人

の
相
談
相
手
に
な
っ
て
頂
く
窓
口
を

作
っ
て
下
さ
い
。

　
若
い
人
を
集
め
る
事
は
な
か
な
か

容
易
で
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
高
校

生
に
も
町
か
ら
お
願
い
し
て
下
さ
い
。

　
そ
し
て
、
専
門
学
校
へ
進
学
し
て

ト
さ
る
の
な
ら
町
で
援
助
し
て
ヒ
げ

る
く
ら
い
の
温
か
い
気
持
ち
が
大
切

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
U
タ
ー
ン
の
方
も
良
い
と
思
い
ま

す
し
、
自
然
や
山
の
好
き
な
若
者
を

県
外
へ
も
呼
び
か
け
て
下
さ
い
。

　
夏
は
農
業
を
や
っ
て
頂
き
ま
す
が
、

冬
期
間
の
仕
事
に
つ
い
て
は
ス
キ
ー

場
勤
務
や
公
共
建
物
の
除
雪
と
か
、

町
内
で
と
れ
た
も
の
で
の
食
品
加
工
、

た
と
え
ば
モ
チ
つ
き
・
潰
物
の
二
次

加
工
・
缶
詰
等
、
こ
れ
ら
は
こ
れ
か

ら
新
製
品
を
作
り
出
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
…
・

　
若
い
人
達
に
町
に
来
て
頂
い
て
、

就
業
し
て
頂
く
た
め
に
み
ん
な
で
良

い
考
え
を
出
し
合
っ
て
、
こ
れ
か
ら

の
実
質
的
な
若
い
起
動
力
を
育
て
て

行
き
た
い
も
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

二
名
の
人
権
擁
護
委
員
再
任
さ
れ
る

福原　一雄さん高波仁一郎さん

　
人
権
侵
害
・
土
地
・
建
物
・
家
庭

な
ど
日
常
生
活
の
心
配
ご
と
の
相
談

に
応
じ
て
く
れ
る
人
を
人
権
擁
護
委

員
ど
い
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
は
三
年
間

で
各
町
村
に
一
名
な
い
し
二
名
、
法

務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
て
皆
さ
ん
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

，
こ
の
た
び
、
福
原
さ
ん
と
高
波
さ

ん
が
任
期
を
迎
え
ま
し
た
が
二
人
と

も
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
頃
悩
ん
で
い
る
事
、
困
っ
て
い

る
事
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
人
権
擁
護

委
員
の
方
々
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
御
相
談

く
だ
さ
い
。

　
福
原
　
一
雄
さ
ん
（
天
水
越
・

　
　
酢
屋
　
君
六
－
二
一
三
四
）

　
高
波
仁
一
郎
さ
ん
（
下
川
手
・

　
　
善
助
　
台
六
－
三
四
六
一
）

　
ま
た
、
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま

で
「
第
四
十
三
回
人
権
週
間
」
が
開

催
さ
れ
、
各
地
で
啓
発
活
動
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
平
成
四
年
一
月
一
日
か
ら
、
児
童

手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
児
童
手
当
は
児
童
を
養
育
す
る
人

に
対
し
て
、
家
庭
に
お
け
る
安
定
と
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

育
成
を
図
る
た
め
に
、
手
当
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

▼
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
人

　
三
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
し
て

い
る
方
で
．
前
年
（
一
月
か
ら
五
月

ま
で
の
月
分
に
つ
い
て
は
前
々
年
）

◆改正前と改正後の比較

の
収
入
が
一
定
の
顔
未
満
の
場
合
に

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
制
度
改
正
に
伴
い
、

支
給
対
象
と
な
る
年
齢
が
引
下
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
現
在
三
歳
以
上
の
児

童
を
持
ち
、
児
童
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る
方
に
対
し
て
経
過
措
置
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

▼
児
童
手
当
の
額

　
第
一
子
か
ら
支
給
対
象
と
な
り
、

第
一
子
及
び
第
二
子
は
月
額
五
、
O

O
O
円
、
第
三
子
以
降
は
一
人
に
つ

き
月
額
一
〇
、
O
O
O
円
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
手
当
は
毎
年
二
月
、
六
月
、

十
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
特
例
給
付

　
児
童
手
当
の
所
得
要
件
に
該
当
し

な
い
た
め
、
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ

な
い
被
用
者
（
厚
生
年
金
等
に
加
入

し
て
い
る
人
）
ま
た
は
公
務
員
に
つ

い
て
、
そ
の
人
の
前
年
（
一
月
か
ら

五
月
ま
で
の
月
分
に
つ
い
て
は
前
々

年
）
の
収
入
が
一
定
の
額
に
満
た
な

い
と
き
は
、
特
例
給
付
が
行
わ
れ
ま

す
。
支
給
額
は
、
児
童
手
当
の
場
合

と
同
じ
で
す
。

▼
請
求
の
仕
方

　
児
童
手
当
や
特
例
給
付
の
支
給
を

受
け
る
に
は
、
児
童
手
当
認
定
請
求

書
を
役
場
（
公
務
員
は
勤
務
先
）
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請
求

の
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
請
求
を
し
な
い
と
、
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
受
け
ら
れ
る
月
分
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
年
金
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
，

事　　　　項 改　　正　　前 改　　正　　後

支　給　対　象 第　2子以降 第1子以降
支　給　期　間 義務教育就学前 3　歳　未　満

支　給　金　額

第　1　子 5，000円（月額）

第　2　子 2，500円（月額） 5，000円（月額）

第3子以降 5，000円（月額） 10，000円（月額）

1召》
●
一
　
7

一

　老人保健法（70歳以上のお年寄りに対する医療などを定めた法律

が改正されました。

　今回の改正は、介護体制の充実と老人保健制度の長期的安定をめ

ざして行われたもので、概要は次のとおりです。

1〉一部負担金が変わります　　　　　　　、

　医療機関の窓口で支払う一部負担金が、平成4年1月から外来1

月900円、入院1日600円になります。　（平成3年12月までは外来

1月800円、入院1日400円）

　なお、低所得者の入院時一部負担金については、現行通り1日300

円（2か月限度、その後無料）です。

レ老人保健施設の入所対象者拡大

　65歳未満の初老期痴呆（アルツハイマー病等）の患者の方も、老

人保健施設の利用ができるようになります。　（平成4年1月から〉

〉その他

　老人保健制度改正に伴い、下記の県単独医療費助成事業の一部負

担金も、老人保健制度の一部負担金と同額になります。

○重度心身障害者医療費助成事業（県障）一部負担金

o老人医療費助成事業（県老）一部負担金

○乳児医療費助成事業（県乳）一部負担金

○ひとり親家庭等医療費助成事業一部負担金

※くわしくは、役場の福祉係までお問い合わせください。
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ー
寸
ζ
ー

11月の

フオト

1ニュース

イ

牛
の
丸
焼
き
大
会

　
十
一
月
十
六
日
午
後
、
旧
浦
田
中

学
校
体
育
館
で
「
く
び
き
牛
丸
焼
き

大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
丸
焼
き
に
さ
れ
た
牛
は
生
後
十
九

か
月
の
子
牛
で
し
た
が
、
体
重
は
四

四
〇
㎏
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
食
肉
と
な
る
と
体
重
の

約
四
割
し
か
と
れ
な
い
そ
う
で
す
。

　
半
身
に
さ
れ
た
牛
は
特
大
の
串
に

刺
さ
れ
、
炭
火
で
ゆ
っ
く
り
と
焼
か

れ
ま
し
た
。

　
し
み
出
る
油
が
炭
火
の
上
に
落
ち
、

香
ば
し
い
に
お
い
が
会
場
に
た
ち
こ

め
ま
し
た
。

　
焼
き
あ
が
っ
た
肉
は
次
々
に
切
取

ら
れ
、
今
か
今
か
と
待
っ
て
い
た
参

加
者
の
胃
袋
に
お
さ
ま
り
ま
し
た
。

　
最
初
は
焼
く
の
が
間
に
合
わ
ず
、

切
取
る
横
か
ら
参
加
者
に
配
ら
れ
ま

し
た
が
、
最
後
に
な
る
と
満
腹
に
な

っ
た
の
か
大
き
な
肉
の
塊
が
い
く
つ

も
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
岩
船
郡

山
北
町
の
皆
さ
ん
が
特
別
参
加
し
、

浦
田
地
区
の
方
た
ち
と
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

恥う
、鞍
』L 　・＿』ア、

香ばしいにおいが食欲をそそりました

8

　　　　　　　　　鴫纏『一．講毯

安塚土木事務所の担当者から湯山トンネルの

概要を聞きました

2
松
里
小
児
童
が

　
十
一
月
十
八
日
午
後
、
松
里
小
学

校
の
四
年
生
か
ら
六
年
生
三
十
三
名

が
一
日
土
木
事
務
所
長
を
勤
め
ま
し

た
。　

こ
の
日
は
「
土
木
の
日
」
で
、
安

塚
土
木
事
務
所
の
所
長
さ
ん
を
は
じ

め
担
当
職
員
の
方
が
子
供
た
ち
を
案

内
し
ま
し
た
。

　
東
川
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
、
上

蝦
池
大
橋
の
工
事
現
場
で
は
完
成
予

想
図
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
北
浦
田
の
渋
海
川
護
岸
工
事
で
は
、

一
日
士
木
事
務
所
長

川
に
あ
る
自
然
石
を
う
ま
く
利
用
し

た
堤
防
づ
く
り
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
中
立
山
の
雪
崩
防
止
工
事
現
場
で

は
、
急
斜
面
に
作
ら
れ
た
防
雪
棚
の

多
さ
よ
り
、
一
基
作
る
の
に
五
〇
〇

万
円
も
0
費
用
が
か
か
る
と
い
う
説

明
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
湯
山
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
で
は
、

ト
ン
ネ
ル
の
作
り
方
を
パ
ネ
ル
で
説

明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
す
べ
り
地
帯
に
掘
ら
れ

た
ト
ン
ネ
ル
の
た
め
工
事
が
難
し
く
、

一
m
当
り
四
〇
〇
万
円
も
か
か
っ
た

そ
う
で
す
。

　
土
木
事
務
所
へ
の
質
問
・
要
望
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
大
人
顔
負
け
の
す
る

ど
い
質
問
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
要
望
の
な
か
に
は
、
天
水
島
か
ら

津
南
ま
で
ト
ン
ネ
ル
に
し
て
ほ
し
い

と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　
家
族
の
方
が
建
設
会
社
に
勤
め
て

い
る
子
供
も
多
く
、
今
回
の
工
事
現

場
見
学
は
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

松
高
生
ス
ポ

　
十
月
一
日
か
ら
二
日
ま
で
上
越
市

営
陸
上
競
技
場
で
、
県
高
校
陸
上
競

技
秋
季
上
越
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
安
高
松
之
山
分
校
か
ら
も
各
種
競

技
に
参
加
し
、
小
規
模
校
な
が
ら
り

っ
ぱ
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

▼
槍
投
げ
一
位
（
4
6
m
O2
）

　
二
年
高
橋
光
輝

▼
走
幅
跳
び
三
位
（
6
m
3
5
）

　
二
年
高
橋
光
輝

▼
四
〇
〇
m
走
六
位
（
5
5
秒
6
）

　
［
年
高
橋
真
也

　
十
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
七
日
ま

で
長
岡
市
営
陸
上
競
技
場
で
、
第
二

十
一
回
県
高
校
選
抜
陸
上
競
技
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
槍
投
げ
に
参
加
し
た
高
橋
光
輝
君

は
、
県
内
の
強
豪
相
手
に
見
事
二
位

の
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

▼
槍
投
げ
二
位
（
5
0
m
O8
）

　
二
年
高
橋
光
輝

　
十
一
月
十
七
日
新
潟
市
の
ア
ッ
プ

ル
外
語
観
光
カ
レ
ッ
ジ
で
、
第
十
三

ー
ツ
・

回
県
高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

に
は
昨
年
度
よ
り
応
募
し
、
昨
年
は

三
年
生
の
池
田
美
佳
さ
ん
が
山
村
留

学
の
体
験
を
テ
ー
マ
に
入
賞
・
本
選

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
今
年
は
二
年
生
の
佐
藤
奈
津
美
さ

　
　
　
マ
イ
　
　
ホ
ロ
ム
タ
ウ
ン

ん
が
”
M
Y
　
H
O
M
E
T
O
W
N
”

の
タ
イ
ト
ル
で
応
募
し
、
入
賞
・
本

選
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
本
選
で
は
松
之
山
の
現
状
を
訴
え

好
評
を
博
し
ま
し
た
が
、
僅
差
で
新

潟
清
心
女
子
高
校
の
生
徒
に
特
別
賞

を
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
町
内
生
徒
の
英
語
力
が

確
実
に
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
明
る
い
話
題
で
す
ね
。

　
第
三
十
五
回
県
学
生
科
学
賞
の
発

表
が
行
わ
れ
、
生
物
部
の
皆
さ
ん
が

研
究
し
た
「
松
之
山
地
方
（
新
潟
県
）

に
産
す
る
イ
ナ
ゴ
属
昆
虫
に
関
す
る

研
究
（
第
二
報
）
」
が
優
秀
賞
に
、

「
松
之
山
地
方
に
お
け
る
チ
ゴ
ユ
リ

個
体
群
の
繁
殖
様
式
に
関
す
る
研
究
」

な
ど
三
点
が
奨
励
賞
に
選
ば
れ
ま
し

文
化

た
。

　
生
物
部
は
昨
年
も
「
松
之
山
地
方

の
植
物
・
昆
虫
」
で
優
秀
賞
を
受
賞

し
て
お
り
、
二
年
連
続
の
快
挙
と
な

り
ま
し
た
。

　
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
イ
ナ
ゴ
属
の

研
究
内
容
は
、
全
国
で
も
少
数
例
し

か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
ハ
ネ
ナ
ガ
イ

ナ
ゴ
が
松
之
山
町
で
は
高
密
度
で
生

息
し
、
新
潟
県
内
で
も
現
在
こ
れ
だ

け
の
大
産
地
は
松
之
山
町
し
か
な
い

こ
と
を
突
き
と
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
普
通
に
見
ら
れ
る
コ
バ
ネ

イ
ナ
ゴ
の
羽
の
長
さ
が
地
方
に
よ
っ

て
異
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
羽
を
計
測
す
る
た
め
県
内
全
域
に

出
か
け
、
数
千
匹
の
イ
ナ
ゴ
を
採
集

し
て
標
本
を
作
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
内
陸
部
に
入
る
ほ
ど

羽
が
短
か
く
な
り
、
海
岸
部
に
近
づ

く
ほ
ど
長
く
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　
イ
ナ
ゴ
の
生
態
を
く
わ
し
く
調
べ

る
た
め
、
卵
か
ら
艀
化
し
た
直
後
の

イ
ナ
ゴ
を
一
〇
〇
匹
ほ
ど
飼
育
し
、

毎
日
成
長
記
録
を
つ
け
ま
し
た
。

　
こ
の
研
究
論
文
を
ま
と
め
る
た
め
、

最
後
の
一
か
月
間
は
部
員
総
出
で
連

日
夜
の
十
時
頃
ま
で
作
業
を
行
っ
た

一
匂

‘

大
活
躍
！

そ
う
で
す
。

　
大
規
模
校
と
ち
が
い
設
備
も
不
十

分
で
、
顕
徴
鏡
写
真
は
新
潟
大
学
ま

で
行
っ
て
撮
影
し
て
来
た
と
い
う
苦

労
話
し
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
県
学
生
科
学
賞
の
表
彰
式
は

十
一
月
二
十
九
日
に
新
潟
市
で
行
わ

鯉
，
，
◎
9

’

れ
ま
し
た
。

　
同
校
の
生
物
部
は
発
足
以
来
松
之

山
の
植
物
を
調
べ
て
お
り
、
部
員
の

皆
さ
ん
は
時
間
を
見
つ
け
て
七
、
O

O
O
点
を
超
え
る
標
本
の
整
理
に
追

わ
れ
て
い
ま
す
。

の
》轟

．

灘
腰
幽
」
羽
．
鞠
．
，

．
甥

受賞を喜ぶ小林和博先生と生物部の皆さん

これからも頑張ってください
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フオト

1ニュース

イ

牛
の
丸
焼
き
大
会

　
十
一
月
十
六
日
午
後
、
旧
浦
田
中

学
校
体
育
館
で
「
く
び
き
牛
丸
焼
き

大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
丸
焼
き
に
さ
れ
た
牛
は
生
後
十
九

か
月
の
子
牛
で
し
た
が
、
体
重
は
四

四
〇
㎏
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
食
肉
と
な
る
と
体
重
の

約
四
割
し
か
と
れ
な
い
そ
う
で
す
。

　
半
身
に
さ
れ
た
牛
は
特
大
の
串
に

刺
さ
れ
、
炭
火
で
ゆ
っ
く
り
と
焼
か

れ
ま
し
た
。

　
し
み
出
る
油
が
炭
火
の
上
に
落
ち
、

香
ば
し
い
に
お
い
が
会
場
に
た
ち
こ

め
ま
し
た
。

　
焼
き
あ
が
っ
た
肉
は
次
々
に
切
取

ら
れ
、
今
か
今
か
と
待
っ
て
い
た
参

加
者
の
胃
袋
に
お
さ
ま
り
ま
し
た
。

　
最
初
は
焼
く
の
が
間
に
合
わ
ず
、

切
取
る
横
か
ら
参
加
者
に
配
ら
れ
ま

し
た
が
、
最
後
に
な
る
と
満
腹
に
な

っ
た
の
か
大
き
な
肉
の
塊
が
い
く
つ

も
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
岩
船
郡

山
北
町
の
皆
さ
ん
が
特
別
参
加
し
、

浦
田
地
区
の
方
た
ち
と
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

恥う
、鞍
』L 　・＿』ア、

香ばしいにおいが食欲をそそりました
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　　　　　　　　　鴫纏『一．講毯

安塚土木事務所の担当者から湯山トンネルの

概要を聞きました
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松
里
小
児
童
が

　
十
一
月
十
八
日
午
後
、
松
里
小
学

校
の
四
年
生
か
ら
六
年
生
三
十
三
名

が
一
日
土
木
事
務
所
長
を
勤
め
ま
し

た
。　

こ
の
日
は
「
土
木
の
日
」
で
、
安

塚
土
木
事
務
所
の
所
長
さ
ん
を
は
じ

め
担
当
職
員
の
方
が
子
供
た
ち
を
案

内
し
ま
し
た
。

　
東
川
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
、
上

蝦
池
大
橋
の
工
事
現
場
で
は
完
成
予

想
図
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
北
浦
田
の
渋
海
川
護
岸
工
事
で
は
、

一
日
士
木
事
務
所
長

川
に
あ
る
自
然
石
を
う
ま
く
利
用
し

た
堤
防
づ
く
り
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
中
立
山
の
雪
崩
防
止
工
事
現
場
で

は
、
急
斜
面
に
作
ら
れ
た
防
雪
棚
の

多
さ
よ
り
、
一
基
作
る
の
に
五
〇
〇

万
円
も
0
費
用
が
か
か
る
と
い
う
説

明
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
湯
山
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
で
は
、

ト
ン
ネ
ル
の
作
り
方
を
パ
ネ
ル
で
説

明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
す
べ
り
地
帯
に
掘
ら
れ

た
ト
ン
ネ
ル
の
た
め
工
事
が
難
し
く
、

一
m
当
り
四
〇
〇
万
円
も
か
か
っ
た

そ
う
で
す
。

　
土
木
事
務
所
へ
の
質
問
・
要
望
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
大
人
顔
負
け
の
す
る

ど
い
質
問
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
要
望
の
な
か
に
は
、
天
水
島
か
ら

津
南
ま
で
ト
ン
ネ
ル
に
し
て
ほ
し
い

と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　
家
族
の
方
が
建
設
会
社
に
勤
め
て

い
る
子
供
も
多
く
、
今
回
の
工
事
現

場
見
学
は
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

松
高
生
ス
ポ

　
十
月
一
日
か
ら
二
日
ま
で
上
越
市

営
陸
上
競
技
場
で
、
県
高
校
陸
上
競

技
秋
季
上
越
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
安
高
松
之
山
分
校
か
ら
も
各
種
競

技
に
参
加
し
、
小
規
模
校
な
が
ら
り

っ
ぱ
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

▼
槍
投
げ
一
位
（
4
6
m
O2
）

　
二
年
高
橋
光
輝

▼
走
幅
跳
び
三
位
（
6
m
3
5
）

　
二
年
高
橋
光
輝

▼
四
〇
〇
m
走
六
位
（
5
5
秒
6
）

　
［
年
高
橋
真
也

　
十
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
七
日
ま

で
長
岡
市
営
陸
上
競
技
場
で
、
第
二

十
一
回
県
高
校
選
抜
陸
上
競
技
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
槍
投
げ
に
参
加
し
た
高
橋
光
輝
君

は
、
県
内
の
強
豪
相
手
に
見
事
二
位

の
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

▼
槍
投
げ
二
位
（
5
0
m
O8
）

　
二
年
高
橋
光
輝

　
十
一
月
十
七
日
新
潟
市
の
ア
ッ
プ

ル
外
語
観
光
カ
レ
ッ
ジ
で
、
第
十
三

ー
ツ
・

回
県
高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

に
は
昨
年
度
よ
り
応
募
し
、
昨
年
は

三
年
生
の
池
田
美
佳
さ
ん
が
山
村
留

学
の
体
験
を
テ
ー
マ
に
入
賞
・
本
選

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
今
年
は
二
年
生
の
佐
藤
奈
津
美
さ

　
　
　
マ
イ
　
　
ホ
ロ
ム
タ
ウ
ン

ん
が
”
M
Y
　
H
O
M
E
T
O
W
N
”

の
タ
イ
ト
ル
で
応
募
し
、
入
賞
・
本

選
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
本
選
で
は
松
之
山
の
現
状
を
訴
え

好
評
を
博
し
ま
し
た
が
、
僅
差
で
新

潟
清
心
女
子
高
校
の
生
徒
に
特
別
賞

を
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
町
内
生
徒
の
英
語
力
が

確
実
に
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
明
る
い
話
題
で
す
ね
。

　
第
三
十
五
回
県
学
生
科
学
賞
の
発

表
が
行
わ
れ
、
生
物
部
の
皆
さ
ん
が

研
究
し
た
「
松
之
山
地
方
（
新
潟
県
）

に
産
す
る
イ
ナ
ゴ
属
昆
虫
に
関
す
る

研
究
（
第
二
報
）
」
が
優
秀
賞
に
、

「
松
之
山
地
方
に
お
け
る
チ
ゴ
ユ
リ

個
体
群
の
繁
殖
様
式
に
関
す
る
研
究
」

な
ど
三
点
が
奨
励
賞
に
選
ば
れ
ま
し

文
化

た
。

　
生
物
部
は
昨
年
も
「
松
之
山
地
方

の
植
物
・
昆
虫
」
で
優
秀
賞
を
受
賞

し
て
お
り
、
二
年
連
続
の
快
挙
と
な

り
ま
し
た
。

　
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
イ
ナ
ゴ
属
の

研
究
内
容
は
、
全
国
で
も
少
数
例
し

か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
ハ
ネ
ナ
ガ
イ

ナ
ゴ
が
松
之
山
町
で
は
高
密
度
で
生

息
し
、
新
潟
県
内
で
も
現
在
こ
れ
だ

け
の
大
産
地
は
松
之
山
町
し
か
な
い

こ
と
を
突
き
と
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
普
通
に
見
ら
れ
る
コ
バ
ネ

イ
ナ
ゴ
の
羽
の
長
さ
が
地
方
に
よ
っ

て
異
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
羽
を
計
測
す
る
た
め
県
内
全
域
に

出
か
け
、
数
千
匹
の
イ
ナ
ゴ
を
採
集

し
て
標
本
を
作
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
内
陸
部
に
入
る
ほ
ど

羽
が
短
か
く
な
り
、
海
岸
部
に
近
づ

く
ほ
ど
長
く
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　
イ
ナ
ゴ
の
生
態
を
く
わ
し
く
調
べ

る
た
め
、
卵
か
ら
艀
化
し
た
直
後
の

イ
ナ
ゴ
を
一
〇
〇
匹
ほ
ど
飼
育
し
、

毎
日
成
長
記
録
を
つ
け
ま
し
た
。

　
こ
の
研
究
論
文
を
ま
と
め
る
た
め
、

最
後
の
一
か
月
間
は
部
員
総
出
で
連

日
夜
の
十
時
頃
ま
で
作
業
を
行
っ
た

一
匂

‘

大
活
躍
！

そ
う
で
す
。

　
大
規
模
校
と
ち
が
い
設
備
も
不
十

分
で
、
顕
徴
鏡
写
真
は
新
潟
大
学
ま

で
行
っ
て
撮
影
し
て
来
た
と
い
う
苦

労
話
し
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
県
学
生
科
学
賞
の
表
彰
式
は

十
一
月
二
十
九
日
に
新
潟
市
で
行
わ

鯉
，
，
◎
9

’

れ
ま
し
た
。

　
同
校
の
生
物
部
は
発
足
以
来
松
之

山
の
植
物
を
調
べ
て
お
り
、
部
員
の

皆
さ
ん
は
時
間
を
見
つ
け
て
七
、
O

O
O
点
を
超
え
る
標
本
の
整
理
に
追

わ
れ
て
い
ま
す
。

の
》轟

．

灘
腰
幽
」
羽
．
鞠
．
，

．
甥

受賞を喜ぶ小林和博先生と生物部の皆さん

これからも頑張ってください

9
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町
の
東
部
、
東
川
右
岸
高
台
に
位

置
し
、
東
方
に
有
倉
山
（
標
高
六
三

二
m
）
が
あ
り
、
津
南
町
・
中
里
村

と
接
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
え
　
ぴ

　
地
名
は
淡
水
海
老
の
生
息
す
る
池

が
集
落
内
に
あ
り
、
下
蝦
池
に
あ
っ

た
池
と
区
別
す
る
た
め
「
か
み
の
え

び
池
」
と
い
わ
れ
て
い
た
と
い
う
説

が
あ
る
が
、
く
わ
し
く
は
不
明
で
あ

る
。

　
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
の
越
後

国
絵
図
で
は
村
名
が
上
海
老
村
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
ろ
う

っ
て
お
り
、
松
代
町
の
海
老
と
区
別

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
約
四
十
年
後
の
天
和
二
（
一
六
八

二
）
年
の
検
地
で
は
上
蝦
池
村
と
な

・
っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
村
名
が
変
わ
っ

た
の
か
不
明
で
あ
る
。

　
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
、
大
倉

地
内
で
地
す
べ
り
が
発
生
し
、
復
旧

工
事
費
と
し
て
近
村
よ
り
約
七
十
三

両
を
借
用
し
た
。

　
地
形
の
関
係
で
東
川
か
ら
上
蝦
池

ま
で
の
道
路
は
ル
ヤ
加
楯
の
急
坂
で
、

昭
和
三
十
三
年
か
ら
三
十
八
年
の
道

路
改
良
で
よ
う
や
く
車
の
通
行
が
容

易
に
な
っ
た
。

　
昭
和
六
十
三
年
八
月
、
冬
期
間
の

安
全
な
道
路
確
保
の
た
め
、
集
落
と

国
道
三
五
三
号
線
を
結
ぶ
町
道
東
川

上
蝦
池
線
の
改
良
が
始
ま
り
、
一
〇

〇
m
を
超
え
る
大
橋
が
予
定
さ
れ
る

な
ど
一
日
も
早
い
完
成
が
望
ま
れ
て

い
る
。

　
昭
和
四
十
四
年
に
工
事
が
始
ま
っ

た
林
道
上
蝦
池
線
は
、
幅
員
四
m
、

全
長
約
三
、
六
〇
〇
m
利
用
面
積
一

九
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
し
昭
和
四
十

七
年
に
完
成
し
た
。

　
こ
の
林
道
の
開
通
に
よ
り
新
た
な

植
林
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
上
蝦

池
集
落
の
裏
山
に
あ
る
田
畑
の
重
要

な
農
道
と
な
っ
た
。

　
林
道
開
通
以
前
は
山
越
え
の
細
く

険
し
い
道
を
利
用
し
て
い
た
た
め
、

農
機
具
も
十
分
活
用
で
き
な
か
っ
た
。

　
耕
私
機
を
分
解
し
て
裏
山
に
運
ん

だ
話
し
や
、
脱
穀
機
を
人
の
背
で
運

ん
だ
話
し
な
ど
今
も
語
り
継
が
れ
て

い
る
。

　
十
二
神
社
の
創
立
年
月
は
不
明
だ

が
、
天
和
二
年
の
検
地
で
除
地
を
受

け
て
い
る
の
で
そ
れ
以
前
の
創
立
で

あ
る
。

　
元
文
五
（
一
七
四
〇
）
年
、
明
治

三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
の
二
回
改

築
さ
れ
て
い
る
。

　
観
音
堂
の
創
立
年
月
も
不
明
だ
が
、

嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
に
改
築
さ

れ
て
い
る
。

　
本
寺
は
正
法
寺
で
、
七
月
十
七
日

に
観
音
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
堂
内
に
は
子
安
地
蔵
と
不
動
明
王

が
安
置
さ
れ
、
子
供
た
ち
の
遊
び
場

と
な
っ
て
い
た
。

子安地蔵と不動明王が安置されている観音堂

7月17日には観音祭が行われている

　
東
川
小
学
校
へ
の
通
学
が
困
難
に

な
る
冬
期
間
、
低
学
年
を
対
象
と
し

た
冬
季
分
校
が
集
会
所
に
設
置
さ
れ

る
。　

例
年
十
二
月
か
ら
設
置
さ
れ
て
い

た
が
、
今
年
度
は
一
月
か
ら
三
月
ま

で
の
三
学
期
だ
け
と
な
っ
た
。

　
一
・
二
年
生
の
三
名
は
本
校
の
友

達
と
離
れ
て
授
業
を
受
け
る
が
、
本

校
と
冬
季
分
校
の
間
に
は
テ
レ
ビ
電

話
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
子
供
た
ち

は
寂
し
い
思
い
を
し
な
く
て
も
良
く

な
っ
た
。

　
飲
料
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、

今
年
度
約
八
、
六
〇
〇
万
円
の
予
算

で
布
川
地
区
初
の
簡
易
水
道
の
建
設

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
有
倉
山
麓
の
二
か
所
の
湧
水
を
集

め
、
集
落
上
部
の
配
水
池
ま
で
三
、
一

三
〇
m
も
の
導
水
管
が
埋
設
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
町
内
の
簡
易
水
道
で
テ
レ

メ
ー
タ
ー
（
自
動
監
視
装
置
の
一
種
）

が
初
め
て
導
入
さ
れ
、
水
源
，
・
配
水

池
な
ど
の
水
量
が
役
場
で
も
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
上
蝦
池
簡
易
水
道
が
完
成
す
る
と
、

よ
う
や
く
町
内
の
水
道
普
及
率
が
七

割
に
達
す
る
。

水道の点検も忘れずに

　　　　　　　　　沸タ
　　　　　　　　駕！

　
降
雪
の
時
期
を
迎
え
、
ど
の
家
庭

で
も
冬
囲
い
が
終
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
何
か
忘
れ
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
例
年
、
寒
く
な
る
こ
の
時
期
に
多

く
発
生
す
る
の
が
水
道
の
ト
ラ
ブ
ル

で
す
。

　
凍
結
に
よ
る
水
道
管
の
破
裂
・
漏

水
な
ど
知
ら
な
い
う
ち
に
発
生
し
、

春
に
な
っ
て
か
ら
発
見
さ
れ
る
事
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
漏
水
分
は
水
道
料
金
に
加
算
さ
れ

《

ま
す
の
で
、
漏
水
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
水
道
料
金
だ
け
の
問
題
で
な
く
、

浄
水
場
が
空
に
な
る
と
い
う
事
態
を

招
き
、
ま
わ
り
の
人
た
ち
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
本
格
的
な
降
雪
の
前
に
次
の
点
を

も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
家
の
中
へ
の
引
き
込
み
管
の
保
温

　
設
備
は
十
分
で
す
か
。

◎
メ
ー
タ
ー
器
の
上
に
何
か
置
い
て

　
あ
り
ま
せ
ん
か
。

◎
冬
期
間
留
守
に
な
る
家
、
ま
た
は

工事が進む上蝦池簡易水道

水道管は地中深くあるので漏水はなかなか見つかりません

　
作
業
所
・
車
庫
等
に
水
道
が
引
い

　
て
あ
る
所
は
、
元
栓
を
し
め
る
な

　
り
し
て
く
だ
さ
い
。

　
冬
の
間
、
水
道
を
使
っ
て
い
て
急

に
圧
が
無
く
な
っ
た
り
し
た
場
合
は

漏
水
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
早
め
に
役
場
水
道
係
か
業
者
に
頼

ん
で
、
調
べ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
凍
結
防
止
の
た
め
蛇
口
を

少
し
開
け
て
、
常
時
水
を
流
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
水
道
係
ま
で

　
　
　
　
　
　
倉
六
ー
一
二
一
三
一

保
育
所
お
遊
戯
会

　
十
一
月
二
十
日
午
前
、
松
之
山
公

会
堂
で
松
之
山
保
育
所
の
お
遊
戯
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
園
児
全
員
に
よ

る
お
遊
戯
「
さ
ん
ぽ
」
で
、
お
遊
戯

が
終
る
と
大
き
な
声
で
「
は
じ
め
の

こ
と
ば
」
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
言
い

ま
し
た
。

　
一
番
小
さ
な
り
す
・
ひ
よ
こ
組
の
．

か
わ
い
い
歌
や
踊
り
、
う
さ
ぎ
組
の

元
気
良
い
踊
り
や
劇
、
一
番
大
き
な

き
り
ん
組
は
メ
ロ
デ
ィ
オ
ン
の
演
奏

や
タ
イ
の
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
見
学
に
来
ら
れ
た
父
母
の
皆
さ
ん

は
、
か
わ
い
い
我
が
子
の
姿
を
カ
メ

ラ
や
ビ
デ
オ
に
納
め
よ
う
と
一
生
懸

命
で
し
た
。

　
な
お
、
松
里
保
育
所
は
十
二
月
四

日
、
浦
田
保
育
所
は
十
一
月
二
十
七

日
に
お
遊
戯
会
を
行
い
ま
し
た
。

松之山保育所のきりん組さんのお遊戯

「インディアンの祈り」、本当にかわいいですね

ll
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、
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発
生
し
、

春
に
な
っ
て
か
ら
発
見
さ
れ
る
事
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
漏
水
分
は
水
道
料
金
に
加
算
さ
れ

《

ま
す
の
で
、
漏
水
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
水
道
料
金
だ
け
の
問
題
で
な
く
、

浄
水
場
が
空
に
な
る
と
い
う
事
態
を

招
き
、
ま
わ
り
の
人
た
ち
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
本
格
的
な
降
雪
の
前
に
次
の
点
を

も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
家
の
中
へ
の
引
き
込
み
管
の
保
温

　
設
備
は
十
分
で
す
か
。

◎
メ
ー
タ
ー
器
の
上
に
何
か
置
い
て

　
あ
り
ま
せ
ん
か
。

◎
冬
期
間
留
守
に
な
る
家
、
ま
た
は

工事が進む上蝦池簡易水道

水道管は地中深くあるので漏水はなかなか見つかりません

　
作
業
所
・
車
庫
等
に
水
道
が
引
い

　
て
あ
る
所
は
、
元
栓
を
し
め
る
な

　
り
し
て
く
だ
さ
い
。

　
冬
の
間
、
水
道
を
使
っ
て
い
て
急

に
圧
が
無
く
な
っ
た
り
し
た
場
合
は

漏
水
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
早
め
に
役
場
水
道
係
か
業
者
に
頼

ん
で
、
調
べ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
凍
結
防
止
の
た
め
蛇
口
を

少
し
開
け
て
、
常
時
水
を
流
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
水
道
係
ま
で

　
　
　
　
　
　
倉
六
ー
一
二
一
三
一

保
育
所
お
遊
戯
会

　
十
一
月
二
十
日
午
前
、
松
之
山
公

会
堂
で
松
之
山
保
育
所
の
お
遊
戯
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
園
児
全
員
に
よ

る
お
遊
戯
「
さ
ん
ぽ
」
で
、
お
遊
戯

が
終
る
と
大
き
な
声
で
「
は
じ
め
の

こ
と
ば
」
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
言
い

ま
し
た
。

　
一
番
小
さ
な
り
す
・
ひ
よ
こ
組
の
．

か
わ
い
い
歌
や
踊
り
、
う
さ
ぎ
組
の

元
気
良
い
踊
り
や
劇
、
一
番
大
き
な

き
り
ん
組
は
メ
ロ
デ
ィ
オ
ン
の
演
奏

や
タ
イ
の
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
見
学
に
来
ら
れ
た
父
母
の
皆
さ
ん

は
、
か
わ
い
い
我
が
子
の
姿
を
カ
メ

ラ
や
ビ
デ
オ
に
納
め
よ
う
と
一
生
懸

命
で
し
た
。

　
な
お
、
松
里
保
育
所
は
十
二
月
四

日
、
浦
田
保
育
所
は
十
一
月
二
十
七

日
に
お
遊
戯
会
を
行
い
ま
し
た
。

松之山保育所のきりん組さんのお遊戯

「インディアンの祈り」、本当にかわいいですね

ll
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十
一
月
十
七
日
、
郡
内
囲
碁
愛
好

者
の
交
流
と
親
睦
を
図
る
東
頸
城
郡

囲
碁
大
会
が
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
段
級
ご
と
に
三
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
か
れ
て
熱
戦
を
展
開
し
ま

し
た
。

　
A
ブ
ロ
ッ
ク
は
有
段
者
で
十
三
名
、

B
ブ
ロ
ッ
ク
は
一
～
一
、
｝
級
で
十
二
名
、

C
ブ
ロ
ッ
ク
は
四
級
以
下
で
七
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
対
局
は
午
前
九
時
三
十
分
頃
か
ら

始
ま
り
、
午
後
三
時
過
ぎ
ま
で
昼
食

時
間
な
し
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
対
戦
相
手
を
自
由
に
選
べ
る
総
当

り
戦
で
、
各
人
五
局
の
勝
敗
で
順
位

を
決
め
ま
し
た
が
、
｝
段
級
差
に
つ

　
十
一
月
六
日
夜
、
町
民
体
育
館
で

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
団
体
交
歓
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
母
さ
ん
を
応
援
し
よ
う
と
子
供

た
ち
も
大
勢
詰
め
か
け
、
ス
パ
イ
ク

が
決
ま
る
た
び
に
大
き
な
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

、
｝
　
位
　
松
里
チ
ー
ム

ニ
位
浦
田
チ
ー
ム

三
　
位
　
布
川
チ
ー
ム

敢
闘
賞
　
松
之
山
チ
ー
ム

ス
ポ
レ
ク
く
ま
も
と
U
に
出
場
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
高
松
之
山
分
校
丘
山
司
郎

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
目
的
と
す
る
第

四
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
祭
は
、
今
年
度
九
州
の
熊
本
県

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
「
火
の
国
、

げ
ん
き
、
大
交
流
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、

全
国
か
ら
二
十
競
技
の
代
表
数
千
名

が
熊
本
市
の
水
前
寺
陸
上
競
技
場
に

集
合
。
十
一
月
九
日
（
土
）
午
後
二
時

半
よ
り
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
鳩
山
文
相
、
三
笠
宮
、
県
知
事
、

市
長
な
ど
多
数
の
祝
辞
の
あ
と
、
趣

向
を
こ
ら
し
た
数
々
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
は
素
晴
し
く
、
見
ご
た
え
の
あ

る
も
の
で
し
た
。
本
県
か
ら
は
私
の

出
場
す
る
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
十
七
名

を
は
じ
め
、
各
競
技
代
表
百
四
十
六

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
我
々
マ
ス
タ
ー
ズ
の
面
々
は
、
十

一
月
八
日
（
金
）
新
幹
線
で
東
京
に
集

合
し
、
東
京
駅
十
七
時
五
分
発
西
鹿

児
島
行
き
寝
台
特
急
は
や
ぶ
さ
号
に

乗
り
、
翌
九
日
十
七
時
間
か
け
て
、

午
前
十
時
半
に
熊
本
到
着
。
宿
舎
に

荷
物
を
預
け
会
場
に
直
行
、
そ
こ
で

結
団
式
を
行
い
開
会
式
に
臨
む
、
と

い
う
か
な
り
ハ
ー
ド
な
日
程
で
し
た
。

　
競
技
は
翌
十
日
（
日
）
九
時
よ
り
始

ま
り
、
私
は
M
5
5
（
男
子
五
十
五
歳

～
五
十
九
歳
の
ク
ラ
ス
）
二
百
m
走

に
出
場
し
ま
し
た
。
レ
ー
ス
は
四
組

二
十
七
名
、
私
は
第
四
組
（
沖
縄
・

福
井
・
和
歌
山
・
福
島
・
兵
庫
各
代

表
と
私
）
で
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
台
に
並
ぶ
と
、
久
し
く

忘
れ
て
い
た
緊
張
感
が
身
体
を
走
り

ま
す
。
高
校
時
代
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
第
一
試
合
の

セ
ン
タ
ー
ジ
ャ
ン
プ
に
立
っ
た
と
き

の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
結
果

は
福
井
の
選
手
が
強
く
て
最
後
ま
で

抜
く
こ
と
が
で
き
ず
、
．
二
十
八
秒
〇

一
の
タ
イ
ム
で
第
二
位
、
全
体
的
に

は
六
位
入
賞
で
し
た
。

　
競
技
二
日
目
の
十
一
日
（
月
）
、
私

は
M
5
5
百
m
走
と
四
百
m
リ
レ
ー
の

二
種
目
に
出
場
し
ま
し
た
。
レ
ー
ス

は
二
百
m
走
と
同
じ
く
四
組
ま
で
あ

り
、
私
は
第
一
組
（
秋
田
・
栃
木
・

和
歌
山
・
北
海
道
・
山
口
・
愛
媛
各

代
表
と
私
）
で
し
た
。
北
海
道
と
愛

媛
の
選
手
が
め
っ
ぽ
う
強
く
（
二
人

共
十
二
秒
台
で
全
体
で
も
一
・
二
位
）

私
は
十
三
秒
七
五
で
や
っ
と
三
位
で

し
た
。
各
組
と
も
強
い
選
手
が
そ
ろ

っ
て
お
り
、
す
っ
か
り
諦
め
て
い
た

き
一
目
置
か
れ
る
の
で
、
段
級
差
が

あ
っ
て
も
互
角
の
対
局
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
A
ブ
ロ
ッ
ク
（
有
段
者
）

一
位
　
蓑
和
　
実
（
初
段
・
浦
川
原
村
）

二
位
　
石
塚
幸
貞
（
三
段
・
松
之
山
町
）

三
位
　
小
山
正
明
（
初
段
・
大
島
村
）

▼
B
ブ
ロ
ッ
ク
（
一
～
三
級
）

一
位
柳
久
義
（
三
級
・
松
代
町
）

二
位
　
高
橋
伊
吉
（
三
級
・
松
之
山
町
）

三
位
　
久
保
田
光
栄
（
一
級
・
　
〃
　
）

▼
C
ブ
ロ
ッ
ク
（
四
級
以
下
）

一
位
南
雲
晴
夫
（
四
級
・
松
之
山
町
V

二
位
　
小
口
竹
造
（
五
級
・
　
　
〃
　
）

三
位
　
伊
藤
与
一
（
六
級
・
　
　
〃
　
）

　
十
一
月
十
七
日
、
町
民
体
育
館
で

第
十
二
回
町
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
（
六
人
制
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
大
会
に
は
六
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
そ
の
う
ち
の
三
チ
ー
ム
は
若

さ
あ
ふ
れ
る
高
校
生
チ
ー
ム
で
し
た
。
’

　
ま
た
、
好
プ
レ
ー
、
・
珍
プ
レ
ー
が

続
出
し
た
大
会
で
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
位
　
昇
勢
会

二
位
　
松
高
三
年

三
位
　
ウ
ッ
キ
ー
バ
ブ
ル
ス

の
で
す
が
、
何
と
か
八
位
に
入
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
午
後
三
時
か
ら
の
四
百
m
リ
レ
ー

は
、
三
十
一
チ
ー
ム
が
四
組
に
別
れ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
我
が
新
潟
県
チ

ー
ム
は
第
一
組
で
走
り
ま
し
た
。

　
自
分
と
し
て
は
一
番
良
い
走
り
が

で
き
た
の
で
す
が
、
エ
ー
ス
の
ア
ン

カ
ー
（
三
十
七
歳
、
十
一
秒
台
の
選

手
）
が
肉
離
れ
を
起
こ
す
と
い
う
ハ

プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
、
残
念
な
が
ら
入

賞
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

。
十
一
月
十
七
日
、
牧
村
民
体
育
館

で
近
隣
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
親
善
大

会
が
行
わ
れ
、
松
之
山
町
か
ら
は
松

之
山
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
東
頸
城
郡
内
だ
け
で

な
く
、
中
頸
城
郡
の
清
里
村
や
三
和

村
な
ど
か
ら
も
参
加
が
あ
る
広
域
的

な
親
善
大
会
で
す
。

　
松
之
山
チ
ー
ム
は
予
選
の
第
一
ブ

ロ
ッ
ク
で
一
勝
｝
敗
の
成
績
で
し
た

が
、
得
失
点
差
で
惜
し
く
も
三
位
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
私
自
身
、
こ
の
大
会
を
通
じ
て
色

々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
ず
、
本
当
に
楽
し
い
大
会
で

す
。
レ
ー
ス
は
真
剣
そ
の
も
の
で
す

が
、
一
旦
競
技
が
終
れ
ば
和
気
あ
い

あ
い
、
し
か
も
皆
さ
ん
実
に
若
々
し

い
の
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
若
さ
は

年
齢
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
実

感
致
し
ま
し
た
。
我
が
新
潟
チ
ー
ム

の
最
高
年
齢
者
は
七
十
五
歳
の
方
で

す
。
十
数
年
前
に
癌
に
冒
さ
れ
、
片

腕
を
切
断
さ
れ
た
の
で
す
が
お
元
気

200m第4組のレースの様子

　一番左が丘山先生です。

，
鰻

互角の対局が多く見られました

　
十
一
月
二
十
三
日
、
牧
村
民
体
育

館
で
東
頸
城
郡
親
善
婦
人
ミ
ニ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
松
之
山

町
か
ら
は
松
之
山
L
L
シ
ス
タ
ー
ズ

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
試
合
は
ニ
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
、
L
L
シ
ス
タ
ー
ズ
は
第
ニ

ブ
ロ
ッ
ク
で
他
町
村
の
三
チ
ー
ム
と

対
戦
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
第
ニ
ブ
ロ
ッ
汐
の
二
位
で
、

惜
し
い
と
こ
ろ
で
一
位
を
の
が
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
み
　
じ
ん

で
、
暗
さ
は
微
塵
も
な
く
、
片
腕
で

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
三
千
m
を

走
る
の
で
す
。
ま
た
、
今
大
会
最
高

齢
者
は
八
十
七
歳
で
百
m
走
に
出
場

さ
れ
、
大
拍
手
の
な
か
見
事
完
走
さ

れ
ま
し
た
。
感
動
的
で
さ
え
あ
り
ま

し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
、
特
に
中
・
高
年

の
皆
さ
ん
、
も
っ
と
積
極
的
に
ス
ポ
，

ー
ツ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
運
動
し

て
汗
を
流
し
た
あ
と
の
爽
快
感
を
、

も
う
一
度
思
い
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
そ
の
あ
と
で
飲
む
ビ
ー
ル
が
ま
た

格
別
で
す
。
但
し
、
急
に
強
い
運
動

を
し
た
り
、
無
理
を
し
て
は
絶
対
に

だ
め
で
す
。
ま
ず
歩
く
こ
と
か
ら
始

め
て
、
徐
々
に
身
体
を
慣
ら
し
て
い

く
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
い
わ
い
町
に
は
グ
ラ
ン
ド
、
体

育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
プ
ー
ル
等

が
あ
り
ま
す
。
適
度
な
運
動
を
楽
し

み
な
が
ら
、
若
さ
を
取
り
戻
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
　
今
大
会

出
場
に
際
し
、
物
心
両
面
に
亘
っ
て

応
援
し
て
下
さ
い
ま
し
た
町
当
局
、

公
民
館
、
体
育
協
会
の
皆
様
、
ナ
イ

タ
ー
野
球
コ
ン
ゴ
ー
ズ
チ
ー
ム
の
皆

様
、
高
校
の
同
僚
の
皆
様
方
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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十
一
月
十
七
日
、
郡
内
囲
碁
愛
好

者
の
交
流
と
親
睦
を
図
る
東
頸
城
郡

囲
碁
大
会
が
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
段
級
ご
と
に
三
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
か
れ
て
熱
戦
を
展
開
し
ま

し
た
。

　
A
ブ
ロ
ッ
ク
は
有
段
者
で
十
三
名
、

B
ブ
ロ
ッ
ク
は
一
～
一
、
｝
級
で
十
二
名
、

C
ブ
ロ
ッ
ク
は
四
級
以
下
で
七
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
対
局
は
午
前
九
時
三
十
分
頃
か
ら

始
ま
り
、
午
後
三
時
過
ぎ
ま
で
昼
食

時
間
な
し
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
対
戦
相
手
を
自
由
に
選
べ
る
総
当

り
戦
で
、
各
人
五
局
の
勝
敗
で
順
位

を
決
め
ま
し
た
が
、
｝
段
級
差
に
つ

　
十
一
月
六
日
夜
、
町
民
体
育
館
で

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
団
体
交
歓
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
母
さ
ん
を
応
援
し
よ
う
と
子
供

た
ち
も
大
勢
詰
め
か
け
、
ス
パ
イ
ク

が
決
ま
る
た
び
に
大
き
な
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

、
｝
　
位
　
松
里
チ
ー
ム

ニ
位
浦
田
チ
ー
ム

三
　
位
　
布
川
チ
ー
ム

敢
闘
賞
　
松
之
山
チ
ー
ム

ス
ポ
レ
ク
く
ま
も
と
U
に
出
場
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
高
松
之
山
分
校
丘
山
司
郎

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
目
的
と
す
る
第

四
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
祭
は
、
今
年
度
九
州
の
熊
本
県

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
「
火
の
国
、

げ
ん
き
、
大
交
流
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、

全
国
か
ら
二
十
競
技
の
代
表
数
千
名

が
熊
本
市
の
水
前
寺
陸
上
競
技
場
に

集
合
。
十
一
月
九
日
（
土
）
午
後
二
時

半
よ
り
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
鳩
山
文
相
、
三
笠
宮
、
県
知
事
、

市
長
な
ど
多
数
の
祝
辞
の
あ
と
、
趣

向
を
こ
ら
し
た
数
々
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
は
素
晴
し
く
、
見
ご
た
え
の
あ

る
も
の
で
し
た
。
本
県
か
ら
は
私
の

出
場
す
る
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
十
七
名

を
は
じ
め
、
各
競
技
代
表
百
四
十
六

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
我
々
マ
ス
タ
ー
ズ
の
面
々
は
、
十

一
月
八
日
（
金
）
新
幹
線
で
東
京
に
集

合
し
、
東
京
駅
十
七
時
五
分
発
西
鹿

児
島
行
き
寝
台
特
急
は
や
ぶ
さ
号
に

乗
り
、
翌
九
日
十
七
時
間
か
け
て
、

午
前
十
時
半
に
熊
本
到
着
。
宿
舎
に

荷
物
を
預
け
会
場
に
直
行
、
そ
こ
で

結
団
式
を
行
い
開
会
式
に
臨
む
、
と

い
う
か
な
り
ハ
ー
ド
な
日
程
で
し
た
。

　
競
技
は
翌
十
日
（
日
）
九
時
よ
り
始

ま
り
、
私
は
M
5
5
（
男
子
五
十
五
歳

～
五
十
九
歳
の
ク
ラ
ス
）
二
百
m
走

に
出
場
し
ま
し
た
。
レ
ー
ス
は
四
組

二
十
七
名
、
私
は
第
四
組
（
沖
縄
・

福
井
・
和
歌
山
・
福
島
・
兵
庫
各
代

表
と
私
）
で
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
台
に
並
ぶ
と
、
久
し
く

忘
れ
て
い
た
緊
張
感
が
身
体
を
走
り

ま
す
。
高
校
時
代
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
第
一
試
合
の

セ
ン
タ
ー
ジ
ャ
ン
プ
に
立
っ
た
と
き

の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
結
果

は
福
井
の
選
手
が
強
く
て
最
後
ま
で

抜
く
こ
と
が
で
き
ず
、
．
二
十
八
秒
〇

一
の
タ
イ
ム
で
第
二
位
、
全
体
的
に

は
六
位
入
賞
で
し
た
。

　
競
技
二
日
目
の
十
一
日
（
月
）
、
私

は
M
5
5
百
m
走
と
四
百
m
リ
レ
ー
の

二
種
目
に
出
場
し
ま
し
た
。
レ
ー
ス

は
二
百
m
走
と
同
じ
く
四
組
ま
で
あ

り
、
私
は
第
一
組
（
秋
田
・
栃
木
・

和
歌
山
・
北
海
道
・
山
口
・
愛
媛
各

代
表
と
私
）
で
し
た
。
北
海
道
と
愛

媛
の
選
手
が
め
っ
ぽ
う
強
く
（
二
人

共
十
二
秒
台
で
全
体
で
も
一
・
二
位
）

私
は
十
三
秒
七
五
で
や
っ
と
三
位
で

し
た
。
各
組
と
も
強
い
選
手
が
そ
ろ

っ
て
お
り
、
す
っ
か
り
諦
め
て
い
た

き
一
目
置
か
れ
る
の
で
、
段
級
差
が

あ
っ
て
も
互
角
の
対
局
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
A
ブ
ロ
ッ
ク
（
有
段
者
）

一
位
　
蓑
和
　
実
（
初
段
・
浦
川
原
村
）

二
位
　
石
塚
幸
貞
（
三
段
・
松
之
山
町
）

三
位
　
小
山
正
明
（
初
段
・
大
島
村
）

▼
B
ブ
ロ
ッ
ク
（
一
～
三
級
）

一
位
柳
久
義
（
三
級
・
松
代
町
）

二
位
　
高
橋
伊
吉
（
三
級
・
松
之
山
町
）

三
位
　
久
保
田
光
栄
（
一
級
・
　
〃
　
）

▼
C
ブ
ロ
ッ
ク
（
四
級
以
下
）

一
位
南
雲
晴
夫
（
四
級
・
松
之
山
町
V

二
位
　
小
口
竹
造
（
五
級
・
　
　
〃
　
）

三
位
　
伊
藤
与
一
（
六
級
・
　
　
〃
　
）

　
十
一
月
十
七
日
、
町
民
体
育
館
で

第
十
二
回
町
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
（
六
人
制
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
大
会
に
は
六
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
そ
の
う
ち
の
三
チ
ー
ム
は
若

さ
あ
ふ
れ
る
高
校
生
チ
ー
ム
で
し
た
。
’

　
ま
た
、
好
プ
レ
ー
、
・
珍
プ
レ
ー
が

続
出
し
た
大
会
で
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
位
　
昇
勢
会

二
位
　
松
高
三
年

三
位
　
ウ
ッ
キ
ー
バ
ブ
ル
ス

の
で
す
が
、
何
と
か
八
位
に
入
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
午
後
三
時
か
ら
の
四
百
m
リ
レ
ー

は
、
三
十
一
チ
ー
ム
が
四
組
に
別
れ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
我
が
新
潟
県
チ

ー
ム
は
第
一
組
で
走
り
ま
し
た
。

　
自
分
と
し
て
は
一
番
良
い
走
り
が

で
き
た
の
で
す
が
、
エ
ー
ス
の
ア
ン

カ
ー
（
三
十
七
歳
、
十
一
秒
台
の
選

手
）
が
肉
離
れ
を
起
こ
す
と
い
う
ハ

プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
、
残
念
な
が
ら
入

賞
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

。
十
一
月
十
七
日
、
牧
村
民
体
育
館

で
近
隣
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
親
善
大

会
が
行
わ
れ
、
松
之
山
町
か
ら
は
松

之
山
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
東
頸
城
郡
内
だ
け
で

な
く
、
中
頸
城
郡
の
清
里
村
や
三
和

村
な
ど
か
ら
も
参
加
が
あ
る
広
域
的

な
親
善
大
会
で
す
。

　
松
之
山
チ
ー
ム
は
予
選
の
第
一
ブ

ロ
ッ
ク
で
一
勝
｝
敗
の
成
績
で
し
た

が
、
得
失
点
差
で
惜
し
く
も
三
位
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
私
自
身
、
こ
の
大
会
を
通
じ
て
色

々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
ず
、
本
当
に
楽
し
い
大
会
で

す
。
レ
ー
ス
は
真
剣
そ
の
も
の
で
す

が
、
一
旦
競
技
が
終
れ
ば
和
気
あ
い

あ
い
、
し
か
も
皆
さ
ん
実
に
若
々
し

い
の
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
若
さ
は

年
齢
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
実

感
致
し
ま
し
た
。
我
が
新
潟
チ
ー
ム

の
最
高
年
齢
者
は
七
十
五
歳
の
方
で

す
。
十
数
年
前
に
癌
に
冒
さ
れ
、
片

腕
を
切
断
さ
れ
た
の
で
す
が
お
元
気

200m第4組のレースの様子

　一番左が丘山先生です。

，
鰻

互角の対局が多く見られました

　
十
一
月
二
十
三
日
、
牧
村
民
体
育

館
で
東
頸
城
郡
親
善
婦
人
ミ
ニ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
松
之
山

町
か
ら
は
松
之
山
L
L
シ
ス
タ
ー
ズ

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
試
合
は
ニ
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
、
L
L
シ
ス
タ
ー
ズ
は
第
ニ

ブ
ロ
ッ
ク
で
他
町
村
の
三
チ
ー
ム
と

対
戦
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
第
ニ
ブ
ロ
ッ
汐
の
二
位
で
、

惜
し
い
と
こ
ろ
で
一
位
を
の
が
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
み
　
じ
ん

で
、
暗
さ
は
微
塵
も
な
く
、
片
腕
で

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
三
千
m
を

走
る
の
で
す
。
ま
た
、
今
大
会
最
高

齢
者
は
八
十
七
歳
で
百
m
走
に
出
場

さ
れ
、
大
拍
手
の
な
か
見
事
完
走
さ

れ
ま
し
た
。
感
動
的
で
さ
え
あ
り
ま

し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
、
特
に
中
・
高
年

の
皆
さ
ん
、
も
っ
と
積
極
的
に
ス
ポ
，

ー
ツ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
運
動
し

て
汗
を
流
し
た
あ
と
の
爽
快
感
を
、

も
う
一
度
思
い
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
そ
の
あ
と
で
飲
む
ビ
ー
ル
が
ま
た

格
別
で
す
。
但
し
、
急
に
強
い
運
動

を
し
た
り
、
無
理
を
し
て
は
絶
対
に

だ
め
で
す
。
ま
ず
歩
く
こ
と
か
ら
始

め
て
、
徐
々
に
身
体
を
慣
ら
し
て
い

く
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
い
わ
い
町
に
は
グ
ラ
ン
ド
、
体

育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
プ
ー
ル
等

が
あ
り
ま
す
。
適
度
な
運
動
を
楽
し

み
な
が
ら
、
若
さ
を
取
り
戻
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
　
今
大
会

出
場
に
際
し
、
物
心
両
面
に
亘
っ
て

応
援
し
て
下
さ
い
ま
し
た
町
当
局
、

公
民
館
、
体
育
協
会
の
皆
様
、
ナ
イ

タ
ー
野
球
コ
ン
ゴ
ー
ズ
チ
ー
ム
の
皆

様
、
高
校
の
同
僚
の
皆
様
方
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ー
ト
ζ
ー

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
年
末
年
始
の
経
済
活
動
の
活
発
化

に
伴
う
交
通
の
混
雑
、
忘
年
会
や
新

年
会
な
ど
に
よ
る
飲
酒
運
転
の
増
加
、

さ
ら
に
積
雪
・
凍
結
な
ど
の
交
通
環

境
の
悪
化
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、
交
通
安
全
知
識
の

向
上
と
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
等
の
徹

底
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

　
安
全
は
　
み
ん
な
の
願
い

　
　
ゆ
く
年
く
る
年

　
重
点
事
項
と
し
て
次
の
三
点
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
，

一
、
飲
酒
運
転
の
追
放

二
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

三
、
踏
切
事
故
の
防
止

年
末
年
始
の
火
災
予
防

　
　
　
　
　
ー
毎
日
が
火
の
元
警
報
発
令
中
ー

　
平
成
三
年
も
あ
と
わ
ず
か
、
年
末

年
始
ば
ど
ち
ら
の
ご
家
庭
で
も
火
を

使
用
す
る
機
会
が
大
変
多
く
な
り
ま

す
。　

事
故
の
な
い
年
末
を
過
ご
し
て
、

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　
暖
房
器
具
、
特
に
石
油
ス
ト
ー
ブ

に
よ
る
火
災
は
相
変
わ
ら
ず
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
原
因
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
暖
房
器
具
の
正
し
い
取
扱
い
及
び

点
検
を
怠
り
な
く
！

　
ま
た
、
火
を
使
っ
て
い
て
そ
の
場

所
を
離
れ
る
時
は
、
必
ず
火
を
消
し

て
か
ら
離
れ
る
よ
う
習
慣
づ
け
ま
し

ょ
う
Q

一
月
十
九
日
は
「
一
一
九
番
の
日
」

　
い
ざ
！
と
い
う
時
の
正
し
い
通
報
、

あ
わ
て
ず
お
ち
つ
い
て
「
正
確
に
」

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
火
事
（
救
急
）
で
す

○
場
所
は
O
O
町
O
O
で
す

　
　
　
（
集
落
名
で
も
良
い
で
す
）

○
目
標
は
O
O
（
神
社
の
前
と
か
）

o
通
報
者
の
名
前

墨

　
特
に
、
飲
酒
運
転
は
死
亡
・
重
大

事
故
に
直
結
し
ま
す
。

　
家
族
ぐ
る
み
で
飲
酒
運
転
の
危
険

性
、
違
法
性
、
事
故
責
任
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
車
を
運
転
し
て
来

た
人
に
は
酒
類
を
出
さ
な
い
よ
う
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

の火災予窃舜．響

慮㊥＠

黛①①簿

　
短
　
歌

　
　
　
よ
わ
い

若
さ
と
は
年
齢
に
非
ず
火
の
国
に

　
　
　
　
つ
ど
　
　
　
　
　
ひ
　
と

　
　
　
　
集
え
る
選
手
の
こ
の
若
々
し
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
や

底
抜
け
に
明
る
き
友
は
癌
病
み
て

　
　
　
　
う
　
で

　
　
　
　
片
腕
失
な
い
し
七
十
五
歳

　
　
　
い
　
き

走
り
終
え
呼
吸
は
ず
ま
せ
つ
空
仰
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
お

　
　
　
　
年
輪
刻
む
そ
の
笑
顔
や
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
　
丘
山

水
晶
の
ご
と
く
掲
き
上
げ
コ
シ
ヒ
カ
リ

　
　
　
　
わ
が
て
の
ひ
ら
で
光
り
を
放
つ

　
　
よ
　
い
ん

晩
鐘
の
余
韻
の
ひ
び
き
淋
し
く
も

　
　
　
　
枯
れ
て
山
河
は
雪
待
つ
ば
か
り

長
き
冬
に
備
へ
芋
掘
り
大
根
引
く

　
　
　
　
独
り
の
わ
れ
も
冬
仕
度
せ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷

　
俳
　
句

　
　
　
け
む
り

時
じ
く
ぞ
噴
煙
は
消
え
ず
阿
蘇
燃
ゆ
る

ぱ
さ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
け
　
　
　
く

馬
刺
な
る
珍
味
を
友
に
焼
酎
を
酌
む

　
　
　
ふ
　
ゆ

火
の
国
の
初
冬
の
陽
射
し
の
強
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

　
　
　
　
　
　
　
ぼ

　
ハ
　
　
樗

よ
そ
も
ん

旅
人
も
入
れ
て
笑
い
の
輪
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婦人会誌の原稿のお願い

「松之山の婦人の歴史を綴り続けていきたい」と、今年も婦人会誌

の発行を計画いたしました。内容は例年通りです。

　このまま松之山で安心した暮らしができるよう町の将来や活気あ

る町づくりについての提案、婦人会の重要性・望ましい活動、日頃

思うこと、旅の思い出等どんなことでも結構です。

　投稿は自由で会員でない方もぜひ作品をお寄せください。

　原稿は1月10日までに町公民館へ提出してください。’

　なお、集落の会長さん方には改めてお願いの連絡をさし上げます。

年越し国際交流ホームスティ先募集
　今年も年末から年始（12月28日～1月3日）にかけて、海外から

の留学生たちを迎えて交流イベントを行います。

　そこで、12月30日から1月2日までの3泊4日を引受けてくださ

るファミリーを募集しています。　（食費込みで1泊1，500円の謝礼）

　ボランティアの精神と、お互いの友交を深める良い機会です。

　留学生の皆さんは12月28日の午後松之山に到着し、松口の青年の

家で歓迎会が行われます。

　29日はスキー場で一日スキーを楽しむ予定です。

　なお、28・29日の宿泊先は松口の青年の家です。

　30日の午後から1月2日の午前まで、各ホストファミリーで日本

の年末年始を体験し、2日夜は松口の青年の家でお別れ会が盛大に

行われます。

　くわしくは、教育委員会の木村律子さんへお問い合わせください。

連絡先

　（昼）教育委員会　奮6－2047

　（夜〉自　　　宅　費6－2683
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　詰碁の解答を募集してい

ます。12月27日までにハガ

キなどで広報担当まで

正解者には粗品を進呈
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光
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、
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眼
を
作

る
か
で
す
が
、
こ
の
形
で
は
黒
1
の
コ
ス
ミ
で
別
々

に
二
眼
を
作
る
の
が
良
く
、
黒
5
ま
で
完
全
な
生
き

と
な
り
ま
す
。
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　　　　　　　　　　（死亡年月日）

渡辺マサさん　81歳

　（湯山）藤屋　　　　　3・11・4

高藤クマさん・81歳

　（湯本）松野屋　　　　3・11・7
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